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原山 タルバ ガン、野に満 ちし頃

 タルバ ガ ン,野 に満 ち し頃

一 文献資料より見たタルバガンー

原 山煌*

1 タルバガンのあらまし

 1-1 タルバガンの名称

 1-2 タルバガンの目撃者

 1-3 タルバガンを実見した日本人たち

皿 タルバガンの経済的価値

 II-1 タルバ ガンの利害得失

 H-2 タルバガンの用途

皿 民話に見えるタルバガン

 皿一1 エル ヒー・メルゲンの物語

 皿一2 弓の上手なタルバガンの物語,そ

    のほか

N タルバガン狩猟

 N-1 ベル グテイのタルバガン猟

 】V-2 罠猟で捕らえる

 】V-3 タルバガンの銃猟

 】V-4 燻 し出し猟

V タルバガン大濫獲

 V-1 タルバガンの毛皮獣としての価値

 V-2 タルバガン 「受難」

 V-3 驚異的な産出量

V[齧 歯類と結びついたペス ト

V【-1 ペ ス ト流 行 の あ りよ う

V卜2 3度 の パ ソデ ミ ッ ク

V[-3 1910-11年 以 後 の 「満 洲 」 地 域 に

   お け るペ ス ト大 流 行,そ の後

W-4 媒 介 動 物 と して の タル バ ガ ソ

V【-5 モ ン ゴル に おけ る タル バ ガ ン狩 り

   の知 恵

 終章 タ ルバ ガ ンの不 幸

1 タル バ ガ ンのあ らま し

1-1タ ルバ ガン の名称

 タ ルバ ガンとい うのは,中 央ユー ラシアのステ ップ(草 原)地 帯 の うち,高 原性 の

地域 に見 ることのできる哺乳類誓歯 目リス亜 目 リス科 マーモ ッ ト属 の動物であ る。モ

ンゴル,さ らには中央 ユーラシア地域の野生動物 としては,オ オ カ ミとな らんで最 も

よく知 られた動物 といえるであろ う。棲息範囲は,東 は大興安嶺 山脈,西 は ウラル山

脈,ザ バイ カルか らチベ ッ ト高原,カ ス ピ海にいたる広大 な地域 にわた る(ス クニヨ

*桃 山学院大学文学部,国 立民族学博物館共同研究員
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"Man -Mou"
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フ1935:162)。 学 名はMarmota　 bobacと い う。だか らボバ ックとも呼ぼれ る。

　 19世 紀か ら今世紀 の初頭,中 央 ユーラシアを旅行 した ヨー ロッパ世界の人た ちが,

このタルパ ガン を 目撃 した とき,そ れを 「マーモ ット」 と呼ぶ ことが多かったが,非

常 に適切 な呼称を用いていた ことになる。 マーモ ットの仲 間は,ヨ ーロ ッパのアルプ

スか らシベ リア,ア ラスカ,北 アメ リカ西部にいた る地域 に広 く棲息 しているか ら,

ヨ ーロッパの人たちに とっては比較的身近 な存在だ ったのだろ う。

　 タルバ ガ ンは,タ ルバ ガとも呼ぼれ,漢 字では 「塔刺不花」な どと音訳表記 される。

後述す る ように タパ ラガ といわれ る地域 もある。いずれ もモ ンゴル語呼称 である。 ダ

ラハ ンと呼ぼれ ることもあるが,そ れは次 にい う 「獺 児」 とい う漢語か らきている。

本論 では 「タルバ ガン」 の名称で文を進 める。

　モンゴル にお いては,1歳 のタルバ ガ ンを ムン ドゥルmondo1,2歳 の をホ チル

qotil(ロ ブサ ンに よれぽqotola),3歳 のは シャル=ハ ツァルsira　qa6arと 呼 び,ま た

成長後 の牡は ボル ヒburki,牝 は ナガイnaγaiと い うふ うに,年 齢別 ・性別の呼称 も

知 られ ている(HaMHaHnop)K　 l964:117;Lubsang　 l　980:1278;MvaHMc　 1983:36)。

　 漢語 では 「旱獺」「旱獺子」「獺児」,あ るいは 「土撥 鼠」などと呼ぼれ る。「土撥 鼠」

な る名称は,元 代 に著 されたモンゴル 族 固有 の伝統的料理 を多 く記載 した独特 の料理

養 生書 『飲膳正要』(忽 慧 思撰)に,「 塔刺不花」の注釈 として 「一名土撥 鼠」とある。

モ ンゴル人に よって,み ずか らの歴史観 と叙述形式 に もとつ いて,自 分 たちの言葉で,

最 初 に著 された記念すべ き歴史書(そ の内容は歴史文学書 とい ったほ うが適切 であろ

うか)『 元朝秘史』(Mongγol-un　 niγuこa　tob6iyan,「モンゴル の秘密の綴 り」 とい うほ

どの意。以下 『秘史』 と略す)に も見える。 この書におけ るタルバガ ンの漢訳(傍 訳)

は,や は り 「土撥 鼠」 である。 この名称 は,タ ルパ ガン が地 中深 く穴を掘 って,そ の

際掻 きだ した土をはね あげ る習性か らあてた字 であ ろ う。

　 明人李時珍の著 わ した代表的 な本草学文献r本 草綱 目』 に見え る 「土撥 鼠」 の項か

らは,当 時の中国世界 におけ るタルバガ ンについての知識 が よく窺え る。そ こに次 の

よ うな記述がある。

「駝蝕」,そ の音は 「駝撥」。『飲膳正要』に言 う 「答刺不花」。『唐書』には 「駝鰍鼠」とあ

る。それが俗誰 して 「土撥」となった。

　この指摘か らすると,「土撥鼠」の 「土撥」はタルバガンの発音を写 した漢字呼称

でもある。同書には,挿 絵が添えられている。図には版本によって少 しずつ相違があ
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るが,い ずれ もタルバ ガン の姿 とし

ては適切 とはいえない。穴居 である

とい う記述か らきた ものだ ろ うか,

岩 穴 の ような ところか ら,半 身 をの

ぞかせた 図像 となっている。・この動

物 が棲 む穴 とは,い わゆ る洞穴 では

ない。 どの ように穴居性 なのか とい

うことを よく確かめず に,当 て推量

で描 いた図であるこ とが よくわか る

・(李1954:図 巻 下)
。

　 また宋代編纂 の 『集韻』 の 「繊」

には 「その鳴 き声 は犬 が吠えてい る

よう」 とい う記述が ある。 タルバガ

ンが,他 のマ ーモ ッ トの仲 間 と同 じ

ように,歯 音 や鳴 き声 に よる音声 コ

ミュニケーシ ョンを さかんに行 うこ

とは広 く知 られ て い る事 実 であ る

が,タ ルバ ガン と同 じ鶴歯 目 リス亜
図1　 『本草綱目』挿絵のタルパガン(右 上)

目 リス科 に属 し,新 大陸において有 名な存在で あるCynomysは,「 プ レー リー ドッ

グ」 とい う呼び名にその特徴をその まま反映 させてい る。

　清朝時代の18世 紀 の末,乾 隆帝の命 に よ り,満 洲語 ・モンゴル 語 ・チベ ット語 ・ウ

イ グル語,そ して漢語 の5種 か らな る浩潮 な多言語語彙対照辞典 『御製五体清文鑑』

が編纂 された。中国の類書(百 科事 典)の 伝統にな らって,天 ・時令 ・地 ・君 ・諭 旨

な どの 「部」,そ れぞれ の部を さ らに 「類」 とい うよ うに,整 然 たる分類 のも とに編

纂 されてい る。同書の巻31「獣類第5」 に,満 洲語tarbahiが 立 項 され ているが,モ

ンゴル語は もちろんtarbaga,ウ イ グル語 で もtar　baganと され てお り,そ の言葉 の広

が りを十分 に うかがわせ る。なお,漢 語 では 「獺 児」,チ ベ ッ ト語 ではpyi　 ba,　ci　ba

とあ る(田 村 ・今西 ・佐藤1966:915)。

　 タルパ ガンとい う呼称は,ト ル コ系の ヤクー ト,ン ヨー ト,テ レウー トなどの諸族

に も採 りいれ られて使われ ている。チベ ッ ト族地域以外の中央 ユー ラシアの広大 な地

域の住人 たちが,タ ルバ ガンを同一の語で呼んでいる とい って よい。 その棲息地域 の

広大 さと知名度 の高 さがは っき りわか る。 タルバ ガ ンの存在が中央 ユー ラシアの人た

71



国立民族学博物館研究報告別冊　　20号

ちに良 く認識され ていた ことは,「 タル・ミガタイ」(tarbaγatai),す なわち 「タル・ミガ

ンがい る(と ころ)」 とい う地名が散見 され ることか らも容易 に想像で きる。

　 まず ロシア地域。ン 連邦時代,書 店経 由で 日本 に もた らされた,同 国刊行の一般 向

けの世界地図冊 としては,お そ らく最 も詳細な 『世界地図帳』 を見 てみ る。

　 い くつか のタルバ ガタイが 出て くる。 まずザバ イカル(バ イ カル湖の東方地域)。

ブ リヤー トの ウラン ・ウデの南方50kmほ どの所 にタルバ ガタイ炭鉱を擁する同名の

街があ り,そ こを通 ってチ タに向か う道が ヒロク河畔 に近づいたあた りに も同名の街

が ある。 さらに,同 じくウラン・ウデか らウダ河 に沿 って東方 に向か うと,ホ リンス

クの少 し手前にその名を持つ街が存在す る。 この地図冊 の 「プ リバ イカル とザバイ カ

ル」地方に登載 された タルバガタイは3ヶ 所,し かもこの3つ は,直 線距離 に して一

辺 の平均120kmほ どの三角形 をかた ちつ くるほ ど近接 している。 も うひ とつ,チ タ

の南方のモ ンゴル国国境近 く,ド ゥ リドゥル ガとア クシャの中間あた り,オ ノン河河

畔北側に も同名 の街が存在す る。先に述べた3つ のタルバ ガタイの後二者の間に,バ

ルン ・タルバガ タイ(モンゴル 語で 「西(右)の タルパガタイ」 の意)と い う街 もあ

る(ATJIac　 l954:13・-74)。

　 モ ンゴル国には タルバ ガタイ山脈が ある。ホボス ゴル ・ザ ブハ ン ・アルハン ガイの

3ア イマ ク(県 にあた る)の 交わ るあた り,少 し北 の ブルナ山脈に平行する よ うにほ

ぼ東西に走 る(AT皿ac　 l954:147-148)。

　 そ こか らほぼ西北方向に ロシア連邦に入 った,モ ンゴル国に隣接す る トゥバ共和 国

の首都キ ジルにおいて,い わゆ る小 イ ェニセイ河 は大 イェニセイ川へ と合流す るので

あるが,そ の小 イ ェニセイ河 に流 れ こむ河 の一 つに タルバ ガタイ河が あ る(ATIIac

1954:67-68)。

　 さらに西方 にあた る,カ ザ フスタ ンのザイサ ン湖の西に位置す るアヤグズか ら東へ

100kmほ どの所,ア ヤ グズ河 の畔 に もタルバ ガタイはあ る(ATπac　 1954:53-54)。

そ してその南方には,タ ルバガタイ山脈 と呼ぼれ る山 なみがそび えてい る。 この山脈

の南に もタルバ ガタイが実在 した。それは,中 華人民共和 国新彊維吾爾 自治区の西北

隅にあ る。1864年,ロ シア帝国 と清朝が締結 した国境確定条約 の通称の タルバガ タイ

であ る。漢名 では 「塔城 」 と呼び,現 在の地名 もそ うであるが,そ れは 「塔爾 巴吟 台

城」の略称 であ る。 もともとの名をチ ュグチ ャクとい うこの街は,そ の北方 に連 なる

タルバガタイ山脈にちなんで,こ の名で呼ばれ るよ うにな ったのであ る。

　清朝 の乾隆帝の時代,先 述の 『五体清文鑑』 と同様の趣 旨でつ くられた 『欽定西域

同文志』 とい う地名辞典 がある。当時,乾 隆帝 はジュンガル部 ・回部を平定 し,威 勢
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を誇 っていたが・それ を記念 してr皇 輿西域 図志』『平定準鳴爾方略』 な どの書が編

纂 された。その際,新 しく領土 となった地名の漢字音訳表記を統一 するための参考書

として編纂 された のが,こ の書 である。3000を こえる地名 ・山名 ・水名が採録 されて

いる。満洲文字 の音訳が見出 しとなってお り,漢 字訳,語 義な どが記 され,モ ンゴル

・チベ ット・カルム ク(モ ンゴル文字を もとに創 られたいわゆる トド文字)
,ア ラビア

の4種 の文 字で発音を示 している。 マルチ リングァルな超大国,清 朝 の文化的象徴 と

もい うべ き成果 であった。 この書 にも,今 述べ ているタルバ ガタイ山脈(巻4「 天山

南北路山名,天 山北路準鳴爾部所属諸山」),「塔城」の タルバ ガタイ(巻1「 天山北路

地名,雅 爾路」)が,と もども採録 されている。地名説明には,「 その地には獺が多 く,

故 に名づけ られた」 と書かれ ている。 ここに言 う 「獺」 とは,も ちろん タルパ ガン の

ことであ る(榎 ・岡 田 ・松村 ・本 田1961:(上)32-33,244)。

　 以上 挙例 した タルバ ガタイの名を もつ地 は,ザ バ イカル,モ ンゴル国の北辺 を通 っ

て新彊 の この一帯,い ずれ も中央 ユーラシアの高原地帯 とい う地勢か ら して,タ ルバ

ガン の多 く見 られ る地域に属す る。後述す る事情に よって,20世 紀 前半,タ ルバガン

は濫獲 され る憂 き 目にあ うのであるが,そ れ 以前 の時期においても,タ ルバガン は,

中 央ユ ーラシアの山がちの草原 には,な くてはな らぬ点景だ ったのであ る。 タルバガ

ンが地名 とされ るのは,い たるところに見 られ るこの特徴ある動物への一種独特 の親

しみがあ ってのことだ ったにちが いない。

1-2　 タルバ ガン の 目撃者

　 1919年 か ら翌年にかけて,ト ラ河 ・オ ノン河間を通過,そ の地 の様子を調査 したマ

イスキ ーの報告に よれば,濫 獲が始 まるまでの時期,タ ルバガン はモンゴル 人 の間で

は 「食 用 として多少」捕獲 され るだけだ った。

　 タルバ ガン は 「非常に繁殖 して,全 蒙古 の山野は彼 らの棲息す る穴にて覆われ,数

百万の タルバ ガン(原 文cypOKス ロー ク。 ロシア語 でマーモ ッ トの意。引用書 中に

「蒙古人間 にはタルバ ガ ンと称せ らるるス ロー ク」 と明記 され ている(マ イ スキー

1927:318)の で,タ ルバ ガ ンとして表 記す る。 以下同 じ)は 物珍 しげに喚声を挙げ

て鳴 き交わ し,た えず山野を震骸せ しめて居 った」。 ときあたか も夏 のさなか,焼 け

るような暑 さにおおわれた草原では,大 きな黒い蝶が花か ら花へ と飛びか ってい るが,

人 は もちろんの こと,ヒ ツジや ヤギな ど家畜 の姿 もまった く見 えず,た だ肥 え太 った

幾千 とも知れない タルバガ ンが穴の入 り口でひなたぼ っこして鋭 い声をは りあげて鳴

きさけ んでいた と。
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　 また,マ イスキ ーに よれぽ,タ ルバ ガン の商品価値が広 く知れわた って濫獲 される

よ うにな ってか らで さえ,需 給状況の高下 に よっては,次 の ような事 態 も起 こる。す

なわ ち,そ こでは 「臓野到 る処 に多数の」 タルパ ガンが見受 け られ,「 広大な る地域

が タル・ミガ ンの巣 とな って穴 にて覆われ,乗 馬 の通行は困難 なる位であ った」 と。マ

イ スキ ーは言 う。「数年間比較的平穏 であ った事は,タ ルバ ガン の繁殖を助長せ しめ

た如 く」であ るが,そ れ で も現地 の人 の言では,「 其数遠 く昔 日に及ぼず,砂 くとも

其半数減 じた」 とい うのだか ら,改 めて この動物の旺盛な繁殖能力,復 原 力に感心 さ

せ られ る し,往 時の壮観 とも言 うべ き豊饒 な棲息ぶ りも十分想像で きる(マ イスキー

1927:318-320)。

　 だが20世 紀 は じめの,タ ルバ ガン・ブーム ともい うべ き濫獲のの ちには,タ ルバ ガ

ンの分布 にも変化が生 じるこ ともあ った ようで,1945年 の 日本 の敗戦直前,フ ル ンボ

イル(ホ ロンバイル とも。 ロシア人たちは この地域をバルガ と呼ぶ)草 原 のモンゴル

人民共和 国 との接壌地帯 であるケル レン河流域 に赴いた堺六郎 は,タ ルパガ ン(堺 は

「豆狸」 と表記 し,タ ルバ ガ ンと振 り仮名 をつけてい る)が,そ の地のモ ンゴル人か

ら 「ザハネ・ア ミタン 」jaq-a-yin　 amitan,す な わち国境 の動物 と呼ぼれ ていた と伝え

る(堺1987:65)。 どち らか とい うと,あ っけ な く捕獲 され て しま うこの動物が,今

や 「人 の立 ち入れない国境地帯にのみ」棲息 してい る事態が,そ の別名の由来 と言 う

のである。 も ともと人煙稀 な草原地帯,す なわ ち純然たる野生 の世界に棲息 していた

タルバ ガン が,住 環境 を深刻 に脅か されていた こ とを思わせる事実であ る。

　 こうした タルバ ガン の 「逃避行」については,タ ルバ ガン毛皮 の相場が下落 してい

た1919年 段 階 に,前 記 マイスキ ーも指摘 してい る。 「人 に逐わ るるタルバ ガ ンは,捕

獲の比較的容易な平野か ら,遙 かに捕獲 の困難 な高い山腹 や,又 は水のない鑛野に居

を移 した」(マ イスキー1927:319)と 。

　 しか しなが ら,1927年,ダ リガ ンガを調査 した カザ ケヴィッチは,こ れ とは対照的

な記述 を残 してい る。 ダ リガ ンガは,現 在 のモ ンゴル国の東南部 スフバ ー トル県の最

南部か ら中国の内蒙古 自治区 にかげての一帯 であ る。 カザケ ヴィッチが通 りかか った

アル タン・オボ(ダ リ・オボとも)と 呼ぽれ る地で,誰 もタルバ ガン を捕 らえることが

ないので,沢 山繁殖 し,人 間 に慣れて しまい,そ ぼに寄 っても逃げない とい う報告を

残 してい る(Ka3aKeBqq　 1930:60)。 言 うまで もな く,オ ボ(オ ボー)と は,石 を積

み上げ てつ くった一種 の聖 なる建造物 である。石組み の上には,木 の枝や,木 製の剣,

さ らには もろもろの呪物 をさ しこんだ り,安 置 した りするのが普通であ る。牧民たち

は,初 夏,あ るいは秋 に,オ ボーを通 じて,最 高神た る天や,周 囲の 自然 をつか さど
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る諸神格に,順 調な遊牧を祈ったり感謝した りす るのである。したがってその周辺は,

神聖な場所であるという認識があ り,殺 生や不浄な行為は厳重に禁じられているのが

つねである。だがそれも場合によっては,単 なる建て前にしかすぎなくなることもあ

ったようだ。同じくカザケヴィッチは,僧 侶までがイヌを使ってタルバガン狩 りを し

ていると記録している。

　鳥居龍蔵は,後 出の旅行記のタルバガンについての記述のなかで,こ の動物を,マ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ル コ・ポー ロの 『東方見聞録』 のなかに見える 「ファラオネ ズ ミ」 と同一視 している。

　す なわち,マ ル コ・ポー ロの書中,「 タル タール人」 の食料 について 「彼 らの常食は

肉 と乳,そ れに狩猟 の獲物であ るが,夏 む きな らこの辺 り至 る所の原野に数多 いフ ァ

ラオネズ ミも捕 えて食料に供す る」 と述べてい るのを と りあげ,こ れを 「タルバ ガ」

に比定す るのである(鳥 居1975:167)。

　 そ して この 「タルパガ」は,シ ベ リアに も棲 息 し,シ ベ リアにいるのはAlactaga(学

名 ではA　llactagaと 綴 る)と 称す るものである と説 明を加えている(鳥 居1975:167)。

　 いったい,タ ルバガ ンの学名については,す べ ての引用者 がMarmotaと す るわけ

ではな く,文 献に よって必ず しも一定 していない よ うに見 うけられ る。

　鳥居が い うAlactagaも,実 は タルパ ガン を言い表すのに適当ではない。鳥居が見

た動物は,記 事の内容か らおしはか ると,タ ルパ ガン 以外の ものであ るとは考 えられ

ないが,名 称同定を誤 って しまっている。 この ときの,目 撃経験をふ まえた考証 に誤

りがあるこ とは,こ の獣が シベ リアに もいる と言い(こ の ことは正 しい),さ らに 「シ

ベ リァに居 るはAlactagaと 称 す るものに して ,亦 之 と同 じきものな らんか。又之 を

Kangaroo　 ratと もZieselemausと も云ふ」(鳥 居1975:167-168)と 同 定 しているこ と

か らも明らか となる。

　 1885年 か ら翌年 にかけて,ロ マノブ朝 ロシア帝国治下の シベ リア地域にお もむき,

きわめて苛酷な流刑制度 の実態をつぶ さに実見 した浩潮な著書によって国際的に大反

響をま きおこ したジ ョージ・ケナン も,旅 の途中,オ ムス ク近辺の 「キルギス・ステ ッ

プ」 で タルバ ガン を見ている。イル ティッシュ河 に沿 う変化に富 んだみ ごとなステ ッ

プには多 くの人を恐れない鳥獣たちがいた とい うが,そ のなかの行文に 「コサ ックた

ちが タルバ ガ ンと呼んでいる臆病なはずの小型飛 びねずみ までが,枯 れ草の中へ飛 び

込み ざまに時 お り立 ち止 ま っては こち らを眺 め る」 とい うくだ りが あ る(ケ ナ ン

1996:1,143)。 ケナ ンも鳥居 と同 じ誤 った判断 を して しまったのである。

　 鳥居が想定 したのは,モンゴル 語のAlaγdaγa(n)Alaγdaγaqai〈Anarnaara>に

由来 す る名称 で あ るが,こ れ は実 は 「跳 鼠(跳 兎)」 トビネズ ミ(内 蒙大蒙 語 研
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1976:41),"Jerboa,　 jumping　 mouse"(Lessing　 1960:27)を さす呼び名であって,タ

ルバ ガ ンとは別物 であ る。「跳 兎」 とは,か つて中国で トビネズ ミの ことを,そ の前

肢 に くらべて桁 はずれに大 きい後肢 を持つ姿 から,兎 を連想 して付 された俗称であ る。

　 蛇足 で もあ り,ま た話が 錯綜 す るが,ト ビウサ ギな るものは,別 に存在 す る。

Pedetesと い う学名 を もつ トビウサギは,体 長40　 cm内 外,体 長をやや上回る長 い尾

を持 つ一種一属 の草食獣 であ り,中 央 ユーラシアには棲息 しない。それ よ りも明 らか

にずっと小型の中央 ユーラシアの トビネズ ミとは,全 く別の動物 であ る。前近代 の東

アジアでは,ト ビウサギとい う動物 につ いては知 る よしもないわけ であ るか ら,こ の

俗称にはやむをえない ところがあ った。

　 ところで,現 在 までに刊行 されているモンゴル 語辞書類には,レ ッシ ング編纂の定

評あ るモ ンゴル語 ・英語辞典や,内 蒙古 自治区でちか ごろ編纂 された 『蒙漢辞典』の

よ うに,こ の両者を正 しく区別 してい るものもあ る。

　 だが,日 本の戦前期の代表 的モ ンゴル語辞典r蒙 古語大辞典』 の ように,「 タルバ

ガ」 の項には中国語訳 として 「獺児」,日 本語訳 として 「タルバ カ ン(露 蒙国境付近

二多 ク産出スル鼠類 ノ大ナルモ ノニシテ太 サ兎 二近 シ。地下 二穴居 ス。毛皮 ハ染色 自

由ナル ヲ以テ重用 セラル)」 と的確な訳をつけているにもかかわ らず,Alakdagaの 項

において,漢 語訳 としては 「跳兎児」と正確 な訳語を付 しなが ら,日 本語訳 として 「タ

ルバ ガン 」 と誤訳 を登載 し,混 乱を生 じて しまった例 もあ る(下 永 ・鈴江1933:62,

1157)。

　 似 た よ うな ケースは,近 時刊行 された 『現代 モ ンゴル語辞典』(大 学 書林)に も見

られ る。この有用なキ リル(ロ シ7)文 字 表記(モンゴル 国の文字方式)の 辞典 では,

ア ラグダーガ(anarAaara)の 項 に 「とびねず み」 と正鵠 を射 る訳語 をつけなが ら,

「野 うさぎの一種」など と不要の誤釈を添 えて しまった。 中国で,ト ビネズ ミのこと

を 「跳兎」 と俗称するのに影響 されたのであろ うか(小 澤1983:13)。

　 外国語辞書において,動 植物 の固有名詞 を正確に同定 し,翻 訳す ることのむつか し

さが うかがわれ る事例である。

　 先に引用 したr五 体清文鑑』は清朝時代 の編纂ではあるが,さ すがに,タ ルバ ガン

の項の他,alakdahanと い うモンゴル 語を借用 した満洲語 を登載 し,中 国語 としては

「跳兎」をつけ,説 明部 分で も,「モンゴル の原野 に産す る。前脚が短 く,後 脚 が長

い。普通の兎 よりも小 さい」跳兎(実 は トビネズ ミ)を 正確 に述べ る。

　 前述 のr蒙 古語大辞典』が,的 確 な中国語訳を付 していためは,r五 体清文鑑』 を

は じめ とする清朝時代の語彙 集を参照 してい るか らであろ う。
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　 タルバガン にあて られ る学名について も,い ささかの錯綜が見 られ る。

　 Arctomysは,タ ルバ ガン の学名 として,よ く用い られ ていた呼称 である。 これは

福α槻 ααを呼ぶ際 のいわゆ るシノニム(別 称)で ある。戦中期 の 日本で,「 満蒙」 と

呼ぼれた地域 の動物 名を同定す る際に よく依拠 された森為三 『満洲及東部 内蒙古脊椎

動物 目録』(「京城」1927)は,タ ルバ ガンの学名 をA　 rcto〃IYSと してい るし,中 国

で刊行された 『新彊噛歯動物誌』の 「旱獺」 の項では,こ の学名を 「異名」 と して掲

載する。MarmotaとArcto〃IYS,い ず れ の呼び方で も,シ ノニムとい う趣 旨か らすれ

ば誤 りではない。今 日ではMarmotaを 用 い るのが普通 であ る。

　 かつて江上波夫は,タ ルパ ガン の 「頭部及び前肢が鼠のそれに酷似 し,後 肢及び尾

部に於 いて兎 の特徴を示」す ことか ら,沈 悟 の 『夢渓筆談』や李時珍のr本 草綱 目』

の 「跳兎 に就いての記事 と完全に一致」す ると言い,跳 兎(こ の場合の 「跳兎」は ト

ビネズ ミを指す こと前述 の とお り)を タルバ ガン と同定 した(江 上1948:213) 。 し

か し,こ れが誤 りであるこ とは,前 記 した とお りであ る。

　 また,同 氏の論考 に根拠 として引用され ているr本 草綱 目』 自体の中にも,す でに

述べた とお り,別 項 に 「土撥 鼠」の記載が立て られてお り,そ こには 「蒙古人名苔刺

不花」(モ ンゴル人 は 「苔刺不花」と名づける)と 明記 されている。『本草綱 目』には,

た しかに 「跳 兎」の記述 があるにはある(巻51下,獣 之3「 鼠」付録 「歴鼠」の条)

が,「 タルバ ガン 」 も別項に登載 されてい る。 この文献は,比 較的容易に見 られ る古

典 なので,も うす こし念入 りに参照 していれぽ避 け られた誤 りだ った。

　動物分類学上,タ ルバ ガ ンは詔歯 目 リス亜 目リス科マーモ ッ ト属に,ま た トビネズ

ミは詔歯 目ネ ズ ミ亜 目 トビネズ ミ科 イツユ ビ トビネズ ミ属に位置づけ られ る。前者は

リス型詔歯類,後 者は ネズ ミ型詔歯類 の動物で,両 者 には系統上 の明瞭な区別がある。

　 タルバ ガン は,体 長60cm前 後,体 重 は秋 の よく肥 った状態 では8kgに もな る。

尾長10cmあ ま り,太 く平たいが っし りした体格を もつ。短い脚だが,鈍 く曲が った

黒 い爪は非常に強 くて長 く,土 を掘 るのに最適であ る。前肢の第一指 はまった く退化

しているか,1節 分 を とどめ るのみである。頸は短 く両耳は立 ってお り,裂 けた上唇

か ら大 きな門歯 をのぞかせている。毛 は 「淡黄褐 色 ニシテ毛根部 ハ灰色,体 側 ヨ リ背

上 ノ毛 ハ尖端 「チ ョコレー ト」色ナ リ。鼻端 ヨリ額 二渉 リテ濃褐色,尾 モ濃褐色」(原

・中山1919:275)で あ る。

　半地下生で,草,球 根,塊 茎な どを食 う。9月 か ら4月 ころ まで冬眠す る。冬眠の

期間は,棲 息地域 に よって相違 が見 られ る。冬眠か らさめてす ぐ,交 尾す る。5月 に

は3匹 か ら6匹 くらいの子を産む。
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　春か ら夏にかけて,タ ルバ ガンは旺盛 な食欲を見せ,ひ たす ら食いま くる。それは

主 として朝 と夕方 であるが,餌 を とるときも巣穴か ら遠 く離れ ることはない。

　太陽が昇 ったあ と,ま ず最初に1匹 の大 きなタルバガン が穴か ら出て くるが,そ れ

は グル ープの リー ダーである。その1匹 は,注 意深 く徐 々に頭を もたげ,次 第に穴か

ら現われ る。安全 と見 る と,穴 のぞぽの土 の堆積の上 にのぼ り,尾 と啓部で身体を支

えて,後 肢で直立す る。そ して入念 に四囲の状況をチ ェックす る。小 山の堆積の上で

立 ち上が るのだか ら,か な り広 く,し か も的確に周囲の状況を知 ることがで きる。後

肢 のみで立つ姿勢 は,あ たか も人 間の立 ち姿 のよ うだ。後述す るよ うに,タ ルバ ガン

の前世が人である とい う伝承が,中 央 ユー ラシア地域 に散見 され るの もうなずけ る。

　地中に巣穴 を作 る リス科動物 のい くつかは,こ の特徴 を備えている。直立 し,前 肢

を胸の前に重ね た礼儀正 しい人 さなが らの挙措は,漢 族か らも注 目され,「 礼鼠」「撲

鼠 」 な どとい う呼称 も生 まれ て くる。 これ は漢 名 「黄 鼠」 の異称 で,ジ リス属

CiteUus(==　 Spermophilus)の ハ タ リスを指すが,タ ルバ ガン も,こ れ とよ く似 た動

作をす るのである。

　それは さておき,こ うして リーダーが四方を展望 し,安 全だ と判 断され る と,は じ

めて皆がぞろぞろ出て きて,食 料を探 した り遊んだ りす る。みんなが外に出たあ とも,

最 初に出て きた リーダーはなお見張 りをつづけ る。

　天敵の襲撃 な ど,さ しせ まった危険が察知 され ると,リ ーダーは鋭い警告の鳴 き声

を あげ る。 する と,外 に出ていた群 は,あ っとい う間に穴へ と走 りこむ のであ る。

　 日中を地上 です ご した タルバガン の群は,日 没 とともにふたたび穴 中にはい る(ル

カー シキン1937;シ トニコフ1959;Jl　 yy3aHmapaB　 1960;HaMHaHnop)K　 1964;ブ ー一一

リエ ール1976;Lubsang　 1980;王 ・楊1983な ど)。

　 タルバガ ンは家族が寄 り集 まって大 きな群をつ く り,地 下の巣穴 に集住す る。各巣

穴には,3な い し5家 族,個 体 に して15頭 ぐらいが集住す ることもあるとい う。

　その巣穴 は,実 にユ ニークな ものであ る。夏用 ・冬用の2つ の巣穴があ る。冬用の

ものは特 に大がか りで,最 大 の特徴は,深 くて,と ても長い とい うことにある。深 さ

は170cm以 上 か ら4mを こえ るもの まである。

　寝室や貯蔵庫,さ らには便所 な ど,機 能 ご とに分け られ た直径50cmか らlmた

らず くらいの広 さの部屋 が,地 下2～4mほ どの深 さの所 に設け られている。

　そ うした部屋は,く ね くね と縦横無尽に穿たれ た,直 径20～25cmく らいの長 い ト

ンネルに よって結びあわ され,い くつかの出入 口が地上に開かれ ている。

　 タルバガン の冬眠には,夏 の間 に暮 ら していた巣穴 とは別 の冬穴が用い られ る。夏
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図2　 タル バ ガ ンの 巣 穴(平 面 図)。Mar〃lota　 baibacina(「 灰旱 獺 」)の 例 。[1:臨 時 の 巣 穴

　 　 2:夏 の 巣 穴 　 3:冬 の 巣 穴 　 4:5:夏 冬 兼 用 の 巣 穴 。a:出 入 口　 b:ふ さが れ た 部 分

　 　 c:ふ くら んだ 部 分 　 d:巣 部 屋]。(王 ・楊1983.p.56の 図 を も とに 作 製)。

穴の数家族が合同で冬穴に入 り,冬 眠するという。冬眠用の巣穴は夏㊧ものに比べる

と,ず っと複雑な構造 となっている。

　巣への出入 り口は外部からふさがれ,・残された唯一の穴から全員が冬眠のため冬穴

に入ると,土 砂と糞尿をこね合わせて トンネルに栓をする。長いものは1.5mに もわ

たって詰められるが,ミ ミズが作る土塊に似てお り,あ まり密ではないので,多 数の

細孔で外界 と通気できるようになっているる

　冬穴の寝室には冬眠するときのために,揉 みつぶされた香 りの強い柔 らかい草がふ

わふわに敷きつめられている。 ロシア人猟師たちは,こ の草をポーリン(fiOHblHb)
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と呼んでい る。 「ポウ リン」 とは,「 高サ四五尺 二及 フ雑草 ニシテ小サ キ白キ花 ヲ開キ

満洲里付近到ル処 二繁茂 ス,此 ノ草ハ蚤 ノ発生防止 二向テ意義 ヲ有 スル」 とい う(飯

島1921:672)。 また,雨 水が穴のなかに侵入 しない よう,トン ネルはS字 形 に作 ら

れている。

　 1匹 のタルバ ガン が,延 長60mの トンネルを掘 るのはふつ うの ことである。

　そ うす ると,1匹 につ き運 び出す土砂のか さは,1～2m3に もなる。 そ して,完 成

された多機能の巣窟の総平面積 は,1セ ッ トで小 さ くて30～50m2,大 きい ものでは

500m2に 達す ることもあ る(ブ ー リエール1976:87;王 ・楊1983:54)。

　 このよ うに大規模 な巣穴 を開馨す る際には,当 然大量の土石が地底深 くか ら掘 りあ

げ られ ることになる。その結果,タ ルバ ガン の巣のまわ りには,饅 頭 のよ うな形 の小

山が見 られ る。 この小山は ブタン(buta(内 蒙 大蒙 語研1976:494),モ ン ゴル語 で

「くさむ ら」 あ るいは 「土の小 さい堆 積」 の意)と 呼ぼ れ てい る(ル カー シキン

1937:12-13)。 ご くふつ うの物で,高 さlm以 上,直 径3～4mく らいの大 きさがあ

る。

　 タルバ ガン の棲 息地域 に行 くと,こ うした土砂の堆積 があた り一面 に見 られ る。居

住環境が よい ところでは コロニーは大規模 にな り,巣 穴 は50か ら数百に ものぼ る。

　 タルバガン の巣穴は数世代 にわた って使用 され る。春になる と(ま た冬眠に入 る前

には),穴 の清掃 を行 い,古 い敷 き草や もろ もろの くずを地表 へ運 びだす。 こうして

巣穴は,日 頃か ら じつに几帳面 に管理 され,修 理 され,模 様がえされ てい る。

Ⅰ-3　 タルバガンを実見 した 日本人たち

　福島安正

　1893(明 治26)年,日 本の朝野は,陸 軍軍人福島安正のシベ リア単騎横断成功 の大

冒険談に沸きかえった。情報将校 としてはや くから名をはせていた福島は,前 年の紀

元節,ベ ル リンを出発 し,厳 冬期のシベ リアを終始騎馬で横断 し,日 清 ・日露両戦争

前夜のシベリア,ロ シアの状況をつぶさに実見 したのであった。

　彼を迎えた 日本の熱狂ぶ りはたいへんなものであった。各種の横断記の出版をはじ

め,新 聞や雑誌が競って取 りあげたのはもちろんだが,美 しい木版刷 りによる錦絵や

双六,さ ては引き札,石 版画や銅版画による横断中の 「名場面」の想像再現図,当 時

大衆演芸の花形としてもてはやされていた講談や壮士芝居にまでとりあげられたので

ある。あ りとあらゆるメディアが,こ の稀有の話題に集中 した観がある。

　 r大阪朝 日新聞』は,花 形記者西村天囚(時 彦)に よる福島からの 「数旬」にわた
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る 「道途の見聞」の談話聴取をもとに,120回 に及ぶ旅行記を連載 した。著作権とい

う発想 自体が稀薄な時代,玉 石混精もただならざる関係著書 との相違を,西 村は巻頭

「凡例五則」において 「此の編,中 佐の口に出でて而 して予の耳に入 り予の手に成る,

世の展転伝聞謬を伝え,虚 を吠ゆるの類に非ず。且つ一回成る毎に必ず中佐の閲を経

て而して印刷に付す」と主張する。なるほ ど,西 村の自負のとおり,公 刊された類書

の中では最も浩潮なものとなっている。

　 ともか くも,こ の長大な連載記事をまとめて単行 された同書によれぽ,福 島は,

1892(明 治25)年10月20日,モ ンゴルのウリヤスタイから庫倫に向かう途上,「穴鼠」

を見たという。記述は次のごとくである。

　野には草少なく砂多し。砂磧の上,処 々に小穴あり。是れ穴鼠の居なり。穴鼠の大きさ

尋常の鼠と異ならず。其の穴を穿つこと,太 だ巧に,穴 中に階あり。楼の如 く中に土柱を

作 りて障壁を為し,以 て群鼠分居の処 と為す。其結構の密なる殆ど人工を圧す。其の穴口

二寸許,以 て出入 りすべし。各穴相距る数弓,同 族往来以て楽む。往来の道,分 明に跡を

印し,縦 横相通ずること,殆 ど輪痕の如 し。人馬偶至 り,穴 鼠倉皇道を誤れば,忽 ち穴口

を失ひて道上に彷復す。然れども其足尤 も疾 く,捕 捉す可からず。中佐途上屡之を見るを
　 　 　 　 　 　 ブレロリ　ドワグ

得。其形米国の草 原 狗に似た りと云ふ。

　蒙古の犬好んで穴鼠を食ひ,又 巧に之を捕ふ。此の日途上又屡穴鼠を見る。婦人牽 く所

の犬,馳 逐捕捉,旅 途の奇観な りけ り。其の之を捕ふるや,或 は穴鼠の道に迷ひて彷復す

るを逐ひ,或 は草間岩側に潜伏 して其の将に穴口に入らんとするを待ち,一 躍 して之を掴

み,牙 を鳴らして之を食らうとなり。(西 村1894:229)

　 これが,19世 紀 最末期におけ る,管 見の及ぶ限 りでは,日 本人最初 のタルバ ガン実

見記事であ る。記事 はす こぶ る詳細 である。かな りの部分,実 に具体的であ り,正 確

で もある。 この時期す でに,ア メ リカ西部の草原地帯 に住む プ レー リー ドッグとの類

似 を指摘 してい るの も特筆すべ き点であ り,総 じて実見 した者でな くては描けない内

容 もふ くまれている。 これが,日 本人がタルバ ガンを見て,そ のめず らしい生態を詳

し く記述 した最初の例 とい える可能性はかな り高い。

　 ただ,大 きさが 「尋常 の鼠」 と変わらない とい うのは,か な り大 きな誤 りである。

プ レー リー ドッグに似ているとい う的確 な記事 にも矛盾 している。10月20日 とい う時

期 も気 になる。 この地方 で,こ の時期であれば,通 例 タルバ ガンは とっ くに冬眠 して

い るはず だか らであ る。一般的 な観察をこの ときにまとめて書q、・ているのか,あ るい

は,こ の年 は,こ の時期まだ冬眠に入 らな くて よいよ うな気候のめ ぐりあわせだ った
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のだろ うか。

　鳥居龍蔵 ・鳥居きみ子

　さて,こ の福島のモンゴル 域内通過 より,15年ほどのちの1908(明 治41)年 の初夏,

家族をともない,モンゴル 地域への調査旅行をしていた鳥居龍蔵は,興 安嶺山地地域

の東 ウジュムチンで,多 くのタルバガンを眼にした。

　鍛えぬかれた人類学者の観察は正確で微細にわたる。この時の見聞は 『蒙古旅行』

とい う書名のもと,1911年 に博文館から出版 されることになる。この本にもタルパガ

ンの生態に関する詳細にわたる実見談がある。

　のちに述べるように,1910年 から,急 速に,か つ組織的にタルバガンについての研

究が進む(進 まざるをえない)事 態が起こるのであるが,鳥 居の記述は,そ の直前に

あたることとなる。

　ともあれ6月7日 と,同11日 の鳥居の日誌に見えるその描写を要約することによっ
　 　 　 へ

て,こ の動物 の生態を概観 してみ よう。

　タルバガ(鳥 居はタルバガンをこう呼んでいる　筆者注)は 土鼠の類で,大 きさは猫 ぐ

らい,狸 に似てお り鋭い牙を持つ。穴を掘 ってそのなかに暮 らし,草 の根を食べる。穴の

外のところで下肢で座 り,前 脚を挙げてまるでカンガルーのような格好で立つ。キキとい

う鳴き声を発する。

　東ウジュムチンには無数に住んでいるが,西 ウジュムチン方面では全 く見られない。そ

の巣穴は非常に巧妙に作られ,出 口は1つ の巣に必ず3,4の 出入 り口を持つ。一方から

追っても,他 の出入 りロへ逃れられるようになっている。

　この動物が繁殖すると,草 の根を食い尽くすので牧草が生 じなくなる。そのため牧畜に

大打撃を与えてしまい,そ れだけによって生活するモンゴル人にとっては大打撃である。

昔モンゴル人はこれを食用に供していたが,今 は食べない。 もっともこの付近では食べて

いるようだ。(鳥 居1975:162)

　みずからの目で実見 したことと,伝 聞したことが,明 瞭に区分けされたうえで述べ

られている。先にも述べたように,鳥 居も詳細な記事のなかで,タ ルバガンの学名を

とりちがえていることからすれば,福 島の誤 りもあまり厳 しく攻撃することはできな

いかもしれない。そ うすると,や は り,日 本人として,最 初につぶさにタルバガンを

実見 し,記 録した功績ば福島安正に帰すべきかもしれない。

　さて,こ のとき同行 した夫人の鳥居 きみ子も,そ の旅行における見聞を 『土俗学上
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より観たる蒙古』に記録 している。 この旅行記には,女 性ならではの観察が随所にあ

らわれ,夫 龍蔵の紀行文にまさるとも劣 らぬ,ま ことに興味深い貴重な記録となって

いる。 タルバガンについても,強 い印象を受けたらしく,6月8日 の記事に言及されて

いる。

　今日過ぎる五十清里許 りの間,此 動物が穴を掘った為めに,盛 り上げた小山ぽか りの土

地になって居ます。それ等の居る所には,家 畜を放牧することは出来ません。(中略)噴 漠

たる処一面に二三尺位高さに土を盛 り上げ,其 上に栗鼠の様な形をして立上がって,キ ャ

ッキキッと鳴いて居る様子は,実 に陰惨な感 じがいたします。此動物は非常に繁殖力の強

いものであって,多 く棲まって居る所は,人 が棲むことも出来ない し,殊 に家畜が飼はれ

なくな ります。(鳥居きみ子1931i　458-459)

　 また,夜 寝 るときも 「いや なタルバガの声 がきこえて来 ま して,気 持 の悪 い一夜 で

あ りま した」 と,あ ま り好意的 な記述を していない。

　鳥居 きみ子は,6月10日 の記録 において,モンゴル 人が タルバガン の肉を食 べるそ

うだ,と も言 っている。 きみ子 はタルバ ガン をハルブーとも呼ぶ と言 っているが,ま

た 「タ ラカ」 とい う略称 もあるとい う。

　モンゴル 人が連 れていた 「非常 に強 い焦茶色の蒙古犬」が,タ ルバガン を発見 し,

穴 に入 らな い うちに追 いかけまわ して,つ いに くわえて来た とも述べている。鳥居 ら

は,そ れを回収 して携えて行 くのであ る。福 島同様,イ ヌがタルバ ガンに とって恐 ろ

しい敵 とな ってい ることを十分に窺わせ る記述 であ る。

　 タルパ ガン を狩 る猟具に も観察は及んでい る。「径一寸位 の棒 の長 さ二尺位で,先

端に分銅の如 き重 い金属製の ものを二寸位皮紐 で垂下 させた」のを腰に さしておき,

タ ルバ ガや ウサギな ど,走 っている動物に狙 いをつけて投げつける。 モ ンゴル人 たち

が,こ の 「ブーメラン の様 な」猟具 を巧みに使 うことに感心 している。鳥居 らが見た

ものは,モンゴル 語で ピャロー(棍 棒 の意),bilaγu(布 魯 棒)(内 蒙 大蒙語研1976:

458)と 呼 ぼれて いる,よ く知 られた猟具であ る。ただ し形状 こそ似てい るが,ビ ャ

ローは,ブ ーメラン の ように投 じたあ と,手 も とに戻 って くる とい うことほない。

　 この ときに,き み子は 「今 日もまた　高原 の野に行 きくれ て　月影寒 し　 タルバ ガ

の声」 と和歌 を詠 じて いる(鳥 居 きみ子1931:463,465)。

　 格別餌な どを与 えられ ることのない ことのほ うが多い モンゴルのイ ヌは,草 原 にい

る謁歯動物な どを捕食 して 自活 しなければな らない状況 に置かれる こともあ った よ う
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で,タ ルパ ガン はまさにおあつ らえ向きの獲物であった。 タルバ ガン に してみれば,

天 敵 は,オ オカ ミ,夜 中に巣穴 の中にまで入 り込んで きて襲 いかか る兇悪 なイ タチ

Mustela,イ ヌ ワシ ・オジ ロ ワシな どの猛禽 だけではな く,む しろ様 々な手 段を駆使

して捕 らえに くるイ ヌ,そ してなに よ りもヒ トが破滅的 なダメージを もた らす存在だ

った ことは確かである。

　 タルバ ガ ンは並外れた好奇心 を もっているが,そ れ につけ こんで捕殺 しようとす る

のは,ヒ トだけではない。狼 は タルバ ガン の主要 な天敵 であ るが,こ の猛獣 もやは り

この種 の猟法を こころえてい るようである。モンゴル の猟師の伝 える ところに よる と,

狼 は2頭 一組 となってタルバ ガンに対す る とい う。す なわ ち,1頭 が タルバ ガン の前

方 で頭や尾を激 しく振 りなが ら,い か にも楽 しそ うに戯れ るよ うな体 であち こち跳び

回 る。 これはいわぽ陽動作戦で,タ ルパ ガン の注意 をそちらへ と集中 させ て しま うの

が狙 いである。 この間に も う1頭 が,ひ そかに背後 か ら忍び よ り,機 を見 てタルバ ガ

ンに飛 びかか って噛み殺す とい うものである。 まさに,死 に至 る好奇心をタルバ ガン

は持 っている(Lukashkin　 1938:72)。

Ⅱ　 タルバガンの経済的価値

Ⅱ一1　タルバ ガ ンの利害 得失

　タルバガンたちは,習 性として,孜 々として地中に穴をうがつ。それによって,草

原の水土が流失してしまい,牧 畜環境に重大な影響が及んでくる。そしてそれ よりも

っと大 きい問題として,家 畜にとっての貴重な牧草が,こ の小獣の主な食料(主 とし

て根の部分)で もあるとい う事情がある。このように,牧 民にとってのタルバガンは,

草原を穴だらけに し,牧 草を家畜とあらそ う悪 しき存在である。これは,タ ルパガン

をめぐる言説の多 くによく見られる記述である。

　また,こ の動物が草原に無数に穿った穴に,馬 が脚をとられ,思 わぬ事故が起こる

という言及もしぽ しば見受けられる。これらの説は,一 見もっともらしく思われるし,

またいかにもあ りそうなことである。

　だが一方で,そ れを俗説として否定する指摘もあるということを,あ わせて述べて

おかないと公平ではないだろう。

　たとえば,1919年,中 央アジアを探検 したアンドリュースは,こ ういっている。馬

で草原を疾走 しているときでも,平 原に点々とある巣穴を馬に避けさせようとしなく

84



原山　 タルバガ ン,野 に満 ち し頃

て もよい。 なぜ なら馬は乗 り手 よりもよくその穴 を見 ることができる し,そ の穴が死

を意味する ものだとい うことを 「命全体で」知 ってい るか らだ,と 。 ア ン ドリュース

は,次 々に 目に飛び こんで くるタルバ ガン の穴 に,馬 上 で肝を潰 していたのだったが,

馬 はそのたびに 「猫 の ようにそれを躍 り越 え」 てい ったの である(ア ン ドリュウス

1941:135)。

　 北 アメ リカ大陸 に棲息す るもっとも著名な ジ リス(地 上生の リス類)で あ るプレー

リー ドッグについて も同様の 「迷信」が存在す るとい う。近辺の牧場主たちは,そ の

動物が草原の草を食べ ること,た くさんの穴を掘る ことか ら,大 事 な家畜の牧草を奪

う,家 畜が穴にはま って脚を折 る,と い う考えに とらわれ,大 規模 な駆除が何度 も実

施 されたのであ る。 プレー リー ドッグの密着調査を しているメ リーラン ド大学のジ ョ

ン=・ホグラン ド教授 に よれば,プ レー リー ドッグが常食 とす る草の種類は牧草 とは別

の ものである し,「 穴については論外。家畜だ って人間 と同 じ。穴に落 ちない ように

歩 きます」 とい うことである。実際に,牧 場主にイン タ ビューしてみて も,自 分の家

畜 が穴 で骨を折 った経験 を した人がいたわけではな く,穴 で骨折 した とい う説は 「友

達 か ら聞 いた」 とい う回答が多か った とい う(岡 崎1990:56)。

　 また一方 では,穴 を掘 る とい う,ま さにタルバ ガンの最 も特徴的な行動 に よって,

草 原の活 力が保たれている とい う学説 があるこ とも指摘 しておこ う。

　 深 く巣穴 を掘 ることに よって,表 土 とは異 なる成分の土壌が地表に搬 出され ること

にな り,そ の結果,そ の場所 にいろいろな種類 の植物が生育す ることが可能 になるの

であ る。 タルバ ガン が掘 りあげた塚の上 に生育す る植物 と,そ の周囲の地表 のそれ と

は明 らかに異 なる傾向にある。す なわち,こ の精 力的な穴掘 り屋 の本能 が,草 原の植

生を多彩な ものに し,さ らには草原の土壌 の生命 力を維持するこ とにつなが っている

のだ(ブ ー リエール1976:87)。

　 穴を掘 るとい うタルバ ガン の行為には,こ の ように,ま った く相反す る評価 がな し

うる。

　 また牧民(と 家畜)に,タ ルバ ガ ンがあ る種 の貢献をなす場合 もある。 タルバガ ン

独特 の音声 コ ミュニケーシ ョン,特 にその鋭い警告 の叫びに よって,家 畜の群にひそ

か に忍び寄 って来 るオオカ ミの存在 をいちはや く察知 しうるとい うので ある(ル カー

シキ ン1937:21)。

皿一2　タルバ ガ ンの用途

この動物はその棲息地である高原性の草原地帯のそこごこで,そ の姿をよく目撃 さ
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れている。今も述べたように,タ ルバガンが,害 獣 と見なされることもよくあ り,ま

た後述するように,人 間に深刻な災厄をもたらする事情さえあるのに,そ の存在を許

され,繊 滅されることをまぬがれているのはなぜか。タルバガンが,自 然資源として

の貴重な価値を持っているからだ。その様子を見てみよう。

　遊牧民に少なからぬ被害を与え続けるかに見えるタルバガンには,珍 重すべき用途

があった。タルバガンは,食 肉や油脂,と りわけ毛皮の原料を供給 しているのである。

　毛皮材料としてのタルバガン需要については,の ちに詳 しく述べることになるので,

ここではその他の用途について見ておこう。

　まず食用。古い史料にはこの動物を食用にすることが記録されている。例えば,『秘

史』にこの種の記事が見える。チンギス=ハ ーンの一代記を主要な部分とするこの書

は,か な りの程度,文 学性に彩られていて,当 時のモンゴルの人々の思考方法や生活

情景がよく描かれてお り,貴 重な史料 ・民族誌として高い評価を受けている。

　 『秘史』に見えるタルバガンにかかわる記事を見てみよう。

　幼時のチンギス・ハーン,テ ムジンは,父 を敵対する部族に毒殺されて失い,璽 が

従えていた部民にも逃げられ,敵 対部族の襲撃をこうむった りと,次 から次へと過酷

な運命に翻弄され,困 窮の極にあった。

　そのとき,彼 ら一家は 「タルバガンや グチュグル」を殺 しては食らっていたと書か

れている(第89節 ・巻2)。 かたわら,野 生の牛募,韮 や人参の類,そ の地に自生す

る果物を採取 した り,あ るいは河で捕 った魚なども食料 となっていた(第74,75節 ・

ともに巻2)(村 上1970:107-109,140)。

　グチュグルには,「野鼠」という傍訳(逐 語訳)が 付されている。

　このくだりは,見 すてられたテムジンら母子たちが,難 苦にあえいでいたときの描

写である。遊牧の民にとって命の綱である畜群を奪われた者が,か ろうじて生活をな

りたたせうる手段の1つ が,比 較的簡単に行える誓歯動物の狩猟だったのである。

　漢文史料のうち,最 も詳細にこの動物のことをとりあげた最初の文献は,先 にもふ

れた元代の1330年,忽 思慧の撰になる 『飲膳正要』であろう。この書物は,そ の序に

著作の目的を 「口体を養い,徳 を養 う」 というごとく,中 国特有の飲食保健理論をあ

つか う。 この書のタルパガンに関する記載を見よう。

　一名を土撥鼠という。味甘,無 毒。野鶏痩瘡を治す。 よく煮て食べると人体によろしい。

山後草沢の中に生きる。北方の人は巣穴から掘 り出して捕らえ,食 べる。 よく肥 っていて

も煮ると油濃 くないスープになり,無 味である。食べすぎると消化が悪い。微かに気を動
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かす。

　皮をなめしてオーバーコートや敷皮を作ると湿気をとおさず,た いへん暖かい。

　頭骨は,下 あごの肉を取 り除く。歯は完全なままに しておく。小児が眠らないのを治す。

小児の頭のぞぽにこれを掛けてお くと,眠 らせることができる。(忽 思慧1993:173-174)

　 実 に詳細な記述 であ る。多彩 な用途は もちろんのこと,一 定の箇所 の肉を除去す る

ことを記 してい ることに も注意すべ きで ある。

　モンゴル の名物料理 として よく知 られた 「ボー ドク」 は,焼 けた石 を利用 した タル

パガ ン料理 であ る。19世 紀の最末期,モ ンゴルを訪れた ラムステ ッ ドが詳 しくその料

理 法を記録 してい るので,次 に要約 してお く。

　 捕 らえたタルバ ガンの首を切 りお とし,皮 と肉の間に指 を入れ,く る りと皮を剥 く。

腸を切 りとって,肉 を適当な大 きさに切 る。裏返 しにな った皮 を もとに もどし,そ の

中に熱 した石 と必要なだけ の肉を入れ,先 ほ ど切 りとった腸で袋の 口を しっか りと縛

って待つ。毛 がたやす く取れ る ようにな ると,中 にあ る肉 もす っか り蒸 し焼 きになっ

ているはずだか ら,口 を開いて脂 ののった肉 と濃い肉汁 を賞味す る。鍋 も水 もない草

原 で,こ の よ うに肉を調理 して食べ る(ラ ムステ ッ ド1992:76)。

　 この焼石に よる蒸 し焼 き料理法 は,現 在で も見 られ,1987年モンゴル 人民共和国を

訪 れた開高健 も,草 原 で調理の さまを 目に してい る。 この場合は,タ ルバ ガン の皮を

包皮 として用いず,空 いた牛乳缶のなか に肉 と焼けた石 を交互にほ うりこみ,ふ たを

して焚 き火 のぞぽに置いた とい う(開 高1989:37)。

　 これ も,や は り,ボ ー ドクと呼ぼれ るとい うが,そ の動物の皮袋ではな く缶 な どを

用 いるのはホ ールポグ とい うこともあ る(三 秋1991:104)。 ほ か にも,漢 人た ちは

野生のネギ とまぜ て肉団子 として食べ るといい,,ザ パイ カルの ロシア人た ちは,タ ル

パガン の肉を樽 に入れ,塩 漬 けに して貯蔵 していた とい う。脂肪分 に富むその肉の味

のほどは,評 価が さまざまで,子 豚 の肉に負けないおい しさとい う猟 師 もいれぽ,兎

肉の味 ににてい るとい う者 もお り,土 くさくて沢山は食べ られない とい う評 もあ る(ル

カーシキ ン1937:42-44)。 タルバ ガン の食 肉 としての意義 は今に至 るも変わ らず,

モ ンゴル人 は さ まざまな方法 に よって これを捕 らえ,そ の肉を食 べて い る(吉 田

1981:146)。

　 さて,タ ルバガン は,冬 眠前 にな ると,夏 の季節に食いに食 ったおかげで,早 く歩

くことがで きないほどに肥満す る。 この ころの歩 きかたは,大 きな垂れ さが った腹 を

引きず るよ うだ とい う。なに しろ,そ の体だけを頼 りに長 い冬眠生活 を乗 りきらねば
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な らないのだか ら,タ ルバ ガンに してみれば,い くら肥 って も肥 りす ぎとい うことは

ないのか も しれ ない。事実,タ ルバ ガ ンが春にな って冬眠か ら目ざめたとき,秋 のみ

ごとな肥満体は,脂 気を な くした見 る影 もない姿 とな りはててい るのであ る。

　秋に7,8kgく らいにまで肥満 した タルバ ガンには,普 通2kgほ ど もの脂肪があ る

とい う。 この脂肪 は良質 で,溶 か しても決 して混濁せず,厳 寒期にあ って も硬化す る

ことがない といわれ る。 また,浸 透性が非常に高いので,ガ ラスの容器に入れておか

ないと しみ出 して しま うほ どだ とい う。だか ら,皮 革 ・革紐な どの手入れに塗布 され

る。煮た脂肪は食用 とな り,揚 げ物 な どの際に用いることがあ る。

　医学用 と しては,チ ベ ットやモンゴル な どにおけ る伝統 医学(い わゆる蔵医,蒙 医)

に おいて,ひ としく利用す る。 リューマチや,火 傷,さ らには凍傷の薬 として,ま た

咳や肺な ど胸の病 いにも用い るとい う(Lubsang　 l980:1276-1280)。

　 旭鷲山,す なわ ち1990年 代 後半 の大相撲界において,お おいに名をあげた モ ンゴル

国(西 部 のホ ブ ド)出 身 の ダヴァー・バ ッ トパ ヤルの手記に よれば,冬 の寒 さが こと

のほか厳 しいモ ンゴルでは,寒 さで子供が風邪をひかないよ うに,牧 民の間で よ くお

こなわれ る 「タルバ ガン 療法」があるとい う。夏の間に,馬 乳酒をたっぷ り飲 む こと,

体 に馬乳酒や タルバ ガ ンの油を塗 って,よ く日焼けさせ る とい うものである。1995年

夏,故 郷に錦を飾 った旭鷲山は,3日 間にわた って,こ の民間 「療法」を施 して もら

った とい う(旭 鷲 山1997:144)。

　 タルバ ガン が,鉱 脈を探 し当て る手がか りを もた らす こともあ る。少なか らず意表

をつかれ る話であるが,そ の プロセスは次の よ うな ものである。

　つ ま り,こ の獣 が,巣 穴をつ くるために地中か ら掘 りあげた土が,地 中に横たわ る

鉱産資源の現物 をふ くんでいた ことか ら,発 見につながった のであ る。 ジ ャライ ノー

ル炭鉱,満 洲里郊外 のモン ゴ リスキー炭鉱,ザ パイ カルのハラノール炭鉱,同 じくタ

ルバ ガタイ ス キ ー炭 鉱 な どは,そ の よ うな き っか け で発 見 され た とい う(田 中

1934:78)。 土 を掘 りさげ,地 中の巣穴 で棲 息す る動物が,こ の種 の役割をは たす例

は,ロ ーマ帝 国時代 の大地理学者 ス トラボン(前64一 後64年)の 『地理書』 に も見え

る。東のかた,イ ン ド人が住む高原地帯に,冬 に穴 を掘 り,穴 の 口のまわ りにモ グラ

の ように土を積み あげ る,狐 よ り小 さ くない動物 「蟻(ム ル メータス)」 がい る。そ

の掘 り出 した土 の中に砂金が含 まれ ている。その砂金 は精錬す る必要 もないほ ど純良

である。砂金取 りの人 たちは,「 蟻」を餌の肉片で巣穴か ら遠 ざけ,そ のす きに砂金

を採取す る,と い うのであ る(相 馬1972:32)。 この話題 は,前 述 した江上波夫 の,

タルバ ガ ンについて言及 した論考 をめ ぐって書かれ た相馬隆の論文 の中に引用 されて
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いるが,相 馬は 「蟻」がタル・ミガンと思われる鼠であるとしている。この獣について

は,ヘ ロドトスの 『歴史』のなかにも記述があ り,そ こでは 「無人の砂漠地帯」に棲

息 し,「イヌよりは小さいがキツネよりは大きい」と言われている。ヘロドトスを邦

訳した松平千秋は,こ の獣を 「多 くの資料を綜合して判断すれば,野 生のモルモット

の類いらしい」と判断する(ヘ ロ ドトス1967:159)。

　すでに検討したように,江 上の比定には誤解があ り,相 馬論文を読む際にも,そ の

事実を念頭におかなければならないが,西 方世界においても鉱物資源を掘 りあてるは

たらきをする穴居の小動物がいることが知られていたことは明らかである。

Ⅲ　民話に見えるタルバガン

Ⅲ一1エ ル ヒー ・メ ル ゲ ンの物 語

　 タルバ ガンは,そ の棲息地において,共 生する牧民た ちか ら,ひ とかたな らぬ注 目

を集め ていた。 おそら く,オ オ カ ミとならんで,野 生に属す る動物 として,牧 民た ち

に最 も強 く意識 され ていた といえる。

　そ のことは,タ ルバ ガン をめ ぐる興趣あふれる民話が,い くつかあることか らも想

像 で きる。 モ ンゴルの代表的 な民話 として よ く知 られてい る 「エル ヒー・メル ゲ ン」

は,タ ルバ ガン とい う動物の由来 を物語 った ものであ る。なお,メ ルゲンとは モ ンゴ

ル語で,聡 明なさまをあらわす形容詞 ・名詞 であるが,元 来 は善射者 ,弓 の名手をた

たえる称号であ った。

　太古,太 陽は7つ あった。たえがたい暑さで大地は赤 く焼け,河 は干上が り,植 物は枯

れ,家 畜も倒れて,人 々の難渋はその極に達 していた。

　その頃,エ ルヒー・メルゲンという射れぽ必ず射あてるとい う勇者がいた。みずから侍

むところが大きかったエルヒー・メルゲンは,誓 いをたてた。「7つ の太陽を7本 の矢で射

落とそう。もししくじったら,俺 は親指を切 りおとし,人 間であることをやあ,水 を飲ま

ず,草 を食わぬタルバガンとなって暗い土中で暮らそ うではないか」。

　彼は,東 西に1列 に並んだ太陽を言葉 とお りに,次 から次へ と射落 としていった。そ し

て最後の太陽に狙いを定めて矢を放とうとした刹那,1羽 のツバメが矢筋に入った。だが

矢は弦を放れてしまってお り,太 陽に向かって飛んだ矢はツバメの尾を射た。そのため,

ツバメの尾は,ふ たつに裂けてしまった。その隙に,最 後の太陽は,ま んまと西の山の向

こうに隠れてしまった。
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　怒った彼は,ツ バメを追 うべ く愛馬にまたがった。はやる駿馬は,主 人同様誓いを立て

る。「もし追いつけなかったら,私 の前脚を切 りすてて下さい。そうなったらもう私は馬で

はなく,大 地のくぼんだところで暮らすでしょう」。

　しか し馬は,そ の言葉 とは うらはらに,1日 中走 ってもどうしても追いつけなかった。

エルヒー・メルゲンは,カ ヅとして馬の前脚を切 りおとした。馬は前脚が極端に短い トビ

ネズミに姿を変えた。エルヒー・メルゲンもまた,誓 いのとお りみずからの親指を断ちき

り,タ ルバガンとなった。だからタルバガンの脚の指は4本 なのだ。

　また,弓 の名手だった彼は,タ ルバガンになったことも忘れ,日 のあるあいだは,穴 の

外にいて太陽を狙 っている。

　タルバガ》〈には,脇 の下に 「人の肉」とい う部分があって,そ この肉を食 うことが戒め

られているのは,そ れがエルヒーニメルゲンの肉だからである。(ツ ェレンン ドノム1981:

304)

　タルバガンや,そ のほかの草原に棲む動物たちの,姿 態や習性などの起源を説明し

ようとする興味深い伝承である。

　矢を放つとき,エ ルヒー・メルゲンは誓いの言葉を発 して,失 敗 した場合にはみず

からの親指を切 り落とす といっているが,こ れはモンゴルの英雄叙事詩において散見

される,弓 の名手が弓射の際におこなう誓詞である。

　この種の誓詞は,古 くはr秘 史』にも見られ る。チンギス=ハ ーンの後継者問題が

おこったとき,長 子ジョチに対 して弟チャガタイが兄出生時のスキャンダルを言挙げ

し,2人 のあいだに深刻ないさかいがおこる。その際 ジョチは,「おまえ(チ ャガタ

イ)に 弓で負けたら親指を切っておとそう。 とっくみあいで勝たれるようなら,倒 れ

たところから起きあがらない」と,草 原の勇者 としての自負心 と闘争心をむき出しに

して言い放つのである(第254節 ・巻11)(村 上1976:172-173)。

　タルバガンの前肢の栂指は完全に退化しているか,1節 の指骨のみを存するのであ

るが,そ のことに周知の伝説のプロットを巧妙にあてはめているのである。

　エルヒー・メルゲンの愛馬の,速 さで負けた ときに前脚を切 りおとすとい う 「体を

はった」誇 り高い誓いも,し ばしばモンゴルの英雄叙事詩に現われるものである。

　タルパガンの肉が人の肉に想定されるのは,そ れが常時示す,立 ちあがる姿勢を人

間に見立てているからであろうといわれる。 ともあれ,牧 民たちの,周 辺の自然に対

する細やかな観察眼が,じ かに伝わってくる思いがするス トー リーである。

　食用とする際の部位にまつわるタブーにっいては,先 に引用 したr飲 膳正要』の記

述にもあったことを想起すべきである。
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Ⅲ一2　弓の上手 な タルバ ガ ンの物 語 ,そ のほか

　 また,こ んな話 もある。それは,1930年 代,ハ ル ビンの旧東省文物研 究所博物館の

館長 であったル カーシキン が,ブ リヤー ト・モンゴル の人か ら聴取 した ものである。

　はるかな昔,モンゴル の貧 しい牧民の家に仏陀の化身である男の子が誕生した。 この上

ない慶事であったので,お びただ しい人たちが詰めかけ,盛 んな祝福や法要が執 りおこな

われた。

　そのあとは,モ ンゴルのこうした際のお決まり,ナ ーダム(エ リーン=ゴ ルバン・ナーダ

ム。モンゴル語で 「ますらおの3種 の技」の意。すなわち弓射 ・相撲 ・競馬)の はじまり

である。

　参加者のうち,タ ルバガンとい う若者があらゆる競技の勝者 となった。勝者を祝 う宴会

が何 日も続いた。勝ち誇ったタルバガンは,羽 目を外して酒に酔いしれ,自 慢の弓矢の腕

前を誇った。

　仲間の1人 が,こ れもしたたかに酔っぱらい,「それなら自慢の弓でツバメを射止められ

るか」ともちかけた。ツバメは当時,春 と暖かさをもたらす神聖な鳥とみなされていたの

で,タ ルバガンは,そ の言葉に驚倒せんぼか りであった。

　しかし勝利に酔 った自負心が,こ の罰当た りな申し出を受けいれさせた。

　そのころのツバメは尾が鋤のように広かった。ち ょうどそこへ飛来 したツバメめがけて,

タルバガンは狙いを定め矢を放った。ツバメは悲痛な鳴き声 とともに飛び去 り,仏 陀の足

もとに墜ちた。

　仏陀は聖鳥をあやめるとい う大罪を犯 したものを引っとらえよと厳命 した。稲妻 ととも

に雷はとどろき,も のすごい暴風が吹き荒れ,ひ とびとはおびえきって家に逃げこみ,ひ

たすら仏陀に祈 った。タルバガンは仏陀の前に引きすえられ,平 伏した。

　仏陀は,タ ルパガンに祭を汚した罰をくだす。「これからは地下に棲み,1年 の半分は太

陽を見ずに暮らせ。おまえがツバメにしでか した罪の報いは,人 間によってなされるだろ

う。いつの日か,こ の国に異邦人が現れ,民 を しいたげるとき,お まえは手練の弓矢の技

で闘え」と。

　タルバガンは,た ちまちのうちに小動物の姿にな りはてた。

　タルバガンが鳴き声を発しながら,巣 穴のわきの小山に立っているのは,近 くにいる人

たちに仏陀がいつ呪いを解いてくれるのかという問いを叫んでいるのだ。

　また仏陀は,タ ルバガンの矢を避けえなかったツバメにも,罰 として,裂 けてしまった

尾を,そ のままの姿で残したのである。(ル カーシキン1937:(補 遺)1-3)

タルバガンがもと人間であり,し かも弓矢の名手であるという要素が,こ こでも強
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調 されてい る。細か く観察 された タルバガン の習性が,十 分 に物語に採 りいれ られて

いるのも先の物語 に共通す る。

　先 の話の中に も出て きた燕 の尾が裂けていることについてのプ ロッ トにつ いては,

別 に,ペ トリの採録 になるブ リヤー ト・モ ンゴルに伝承 された火の起源説話 と結びつ

くス トー リーもあ る。すなわち,ツ バ メが,人 間のために神 々の世界か らかま どの火

を くちば しに くわえて運んで きたのだが,神 の知 るところ とな り,尾 に一撃 を受けて

裂けて しまうとい うものである(ウ ノ・ハル ヴァ1971:209)。 食 肉の部位 タブーは,

この話 には見 られない。

　 もうひ とつ,例 話をあげ る。

　タルバガンは,昔,弓 矢で人間を殺 しては食べていた。ブルハン(「仏さま」の意)は,

そのさまをごらんになってお怒 りにな り,タ ルパガンの親指を切 り落として弓を射れない

ようにし,さ らに鎖骨と肩月甲骨も使えなくしてしまった。

　しかも,そ の身を今後は獲物となるようにと誓わせた。 しかたなく,タ ルバガンは,「 草

を食わず,水 を飲まず,地 面に穴を掘 り,猟 師を困らせよう」と誓い,大 地に穴を掘 り,

その中へ入ってしまった。

　ある時,猟 師がタルバガンを射ると,タ ルバガンはその矢を持って穴の中へと入った。

猟師は仲間に助けをたのみ,皆 で穴を掘 りかえしてみると,穴 の中に矢をかかえた3歳 の

男の子が座 っていた。

　そのとき以後,タ ルバガンを矢で射殺すことは禁 じられた。

　また捕らえたタルバガンを解体するとき,そ の鎖骨を 「人骨」,上 腕骨にある桃色の肉は

「人肉」と呼び,腎 臓わきにある少しばか りの肉は 「人の腎臓」と言って,注 意 して取 り

除け,決 して食べないようになったという。

　これは,タ ルバガンがその昔,人 を殺 して食 っていたので,そ の体内に人間の体の一部

が残っているからと信 じられたゆえのことである。(ツ ェレンン ドノム1981=304)

　 ここで も,人 との関連が主要なモチーフとして盛 りこまれてい るし,栂 指への言及

もある。 また弓の使 い手 であ った とい う点 も前話 に通 じるものがある。 なに よ り注 目

すべ きは,食 肉部位のタブーが,さ らに具体的になっていることであ る。

　 これ らの話を検討 してみ ると,モ ンゴル(や その周辺)の 人たちのタルバ ガン に対

する興味 のあ りようが,い ろいろ と浮かびあが って くる。

　第1に タルバ ガンと人 間 との強いつなが り。そのなか には,そ の前 身が弓を得意 と

していた こと,タ ルバガン 肉の食用部位の タブーが強調 され てい ることなどがあげ ら
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れ る。 この食肉部位 のタブーは,人 とタルパ ガン の関係か ら見 て,き わめて深刻な意

味 を持つ。その ことは,の ちに述べ ることになるだ ろ う。 第2に そ の姿,習 性にかか

わること。栂指を失 った(よ うに見え る)4本 の指,立 ち上がる習性,地 下に おけ る

生活へ の興味な ど,細 部に及ぶ。 タルバ ガンが,い かほ ど詳細 に観察 され ていた のか

理解できるであろ う。

Ⅳ　 タルバガン狩猟

Ⅳ -1ベ ル グテイ の タルバ ガン 猟

　では実際,タ ルパガンはどのような技法によって捕 らえられるのか。そのあれこれ

を仔細に見て行 くと,人 間が動物を狩猟する際に案出する知恵がいかに多様か,ま た

実に平凡なものから奇抜なものにまで及ぶのか,つ くづく思い知らされる。まず古い

時代の記録を見てみよう。

　 r元朝秘史』の,テ ムジンー家困窮時期の記事 として,テ ムジンの異母弟ベルグテ

イが,馬 に乗 ってタルバガン捕 りに行き,日 が落ちてから獲物のタルバガンをぶらさ

げた馬を徒歩で牽いて帰ってきたとい うくだ りがある(第90節 ・巻2)。

　 r秘史』に用いられている中世モンゴル 語には,今 に伝わらない言葉が多く,一 つ

の語をめぐってさまざまな学説が提示されることがある。ベルグテイが,タ ルバガン

を持ち帰った姿の描写もその一例である。niqsaqaljatalaと い うのが,問 題の言葉で

ある。・talaは,動 詞語幹に付いて,限 界の意をあらわす副動詞語尾である。 どの訳

者も翻訳に大いに苦心している。

　手がか りは,『秘史』構成上の一大特徴である,明 代になって付された 「傍訳」で

ある。その逐語訳には,「額動着」(震 えおののきながら)と あるが,こ れではこの部

分の解釈には適切でない。明代は じめに 「傍訳」を付すとき,す でに,こ の言葉は意

味不明の古語 となっていたのか もしれない。では,現 代の訳者たちの解釈はどうか。

　 たとえば,馬 にタルバガンを 「荷駄けて,ぶ らんぶらんとさせながら」(村 上正二

訳)(村 上1970:140),あ るいは,「駄 してびっしり積みきれぬほど」(小澤重男訳)

(小澤1985:159)と,こ の部分の訳には大きな開きがあるのだが,そ の 「ぶ らんぶ

らんさせながら」,「びっしり」に相当する言葉である。

　 ついでに述べてお くと,小 澤は,さ らに 「びっしり山積みになっている状態が馬の

歩行に伴って,そ の背上で上下する状態を表現 したものであろう」と補足 している(小
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澤1985:162)。

　 明治期,r秘 史』の世 界最初の学問的訳注を刊行 した那珂通世 の 『成吉思汗実録』

を見 ると,「 土撥 鼠を荷つけ て,身 を揺 が しつつ歩み,牽 きて来ぬ」 と訳 されてお り,

揺 れてい るなにか は,荷 物(捕 らえた タルバガン)で はな く,馬 を牽いているベルグ

テイの歩む さま,と い う解釈 となってい る(那 珂1907:67)。 小 林高四郎は,同 じ個

所を 「獲物 を駄け て,揚 々と馬 を牽いて来た」 と し,注 して 「身を揺 り動(か)し 揚

々との意か」 と,那 珂 と同様 の解釈を している。つ ま り,こ れ らは,村 上や小澤 の訳

とも異なる解釈で ある(小 林1940:42)。

　 また,世 界的なモンゴル 学者 クリーブスの英訳では,come[back],　 leading[it]on

foot,　so　that　they　swung　 to　and　fro([馬 を]牽 いて歩いて[帰 って]き たので,そ れ

ら(も ちろん タルバ ガン)は 前後 に揺れた)と してい る。前 後に揺れたのは,「 馬の

歩み につ れて」 であ る と,注 釈 を施 してお り,こ れ は村上 の解釈 と軌 を一 にす る

(Cleaves　 1982:29)。

　 niqsaqaljatalaが,人 の歩む さまなのか,積 まれた荷物 の動 きの状態なのか,両 者

の意味上 のちがいは小 さくない。

　 しか し,す べての説 に共通す る要素があることに注 目すべ きである。ベル グテイは,

量 の多い少 ないは ともか く,タ ルバ ガンを積んでい るために,馬 には乗 らず(乗 れず),

ひ い て帰 って きた とい う点であ る。「ぶ らんぶ らん とさせ」の訳を採 るとして も,人

が騎乗 できない状態なのだか ら,馬 の背にあった タルバガン は少な くはない。

　 1人 で,そ れほ どの獲物 が期待で きる狩猟,タ ルバ ガン狩 りとはそ うした狩猟であ

った とい うことにな る。

　 『秘史』 の描 く時代,タ ルバ ガン は どのよ うに狩猟 されて いたのか。 この稀有の史

料 は,そ のことを窺わせ る記述 も,別 の個所に残 している。

　 モ ンゴル高原を制覇 した チ ンギス・ハーンは,宿 敵 メルキ ト部 の残党を掃討すべ く,

騎 将 スベエテイ・バ ー トルに下命す る。r秘 史』のその部分は,こ の史料特有の韻文 で

述べ られてい る(第199節 ・巻8)。

やつらはあわてふためいて,ま るで馬捕 り竿にかかってしまったクラン(野 馬),矢 傷を負

った鹿のように逃げ去 りおったぞ。

やつらが,翼 あるものとして飛んで逃げたなら,ス ベエテイおまえは,海 青の鷹 となって

捕らえよ。

タルバガンとなって爪で掻いて地中に逃げこんだなら,鍬 となって掘 りかえし,捜 しあて
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図3　 獲 物 を 持 つ タ ルバ ガン=ハン タ ー と馬 に積 まれ た タ ルパ ガン 。 ハ ンタ ーは,イ ヌの 頭 に 似

　 　 せ た か ぶ りも の をつ け,腰 に ハ タキ の よ うな タ ルバ ガン の 注 意 を ひ きつ け る道 具 を 帯 び

　 　 　る(Mongolia.4,1998よ り引用)。

よ。

魚 とな っ て テン ギ ス の大 海 に逃 げ た な ら,ス ベ エ テ イ お まえ は,網 と な って す くい と って

しま え。

　この命令は,世 界各地の説話文学にしぽしぽ現れ る,変 身追跡モチーフをふまえて

出されているのであるが,こ こには地面を掘 りかえすタルパガンの猟法があげられて

いる。

　これは恐らく,先 に挙げたベルグテイのタルバガン狩 りとは違 う方法である。タル

バガンを掘 りだす猟法はあまりに効率が悪い。これでは到底,1日 で馬にたくさん積

んで帰るとい う成果はあげられない。地下の,タ ルパガンがいそうなところの見当を

づけて掘 りかえすのは,お そろしく手間のかかる方法である。 しか しこの場合の表現

は,だ からこそ,ど んな手間がかかっても,必 ず見つけだしてしとめよとい う,チン
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ギス・ハ ーン の強 い憤怒 と執着心が読 む者 に伝 わ って くる,こ こはその よ うな仕掛け

の行文なのであ る。

　 この例から もわか るように,タ ルバ ガン が巣穴にい るとき,さ らには飽食 して地下

の巣窟で冬眠 してい る時期 に掘 りだ して とる方法 もあ る。

　 タルバガ ンの猟期は,春 の5,6月,そ して秋の8月 か ら10月 頃 の2期 に大別 され

る。それ以外に,冬 眠中を狙 う方法 もある とい うわけである。先に挙げた漢文史料の

なかに も 「掘 りとる」 とい う表現で記録 され,こ の狩猟法 が古来 よ く知 られていた こ

とを示す。 しか し,タ ルバ ガ ンの巣穴 は入 り組 んでいて深 く,的 確に 「寝室」に行 き

あた るか どうかは予測 しがたい ので,大 きな労力を空費 して しま うことにもなる狩猟

法であ る(ル カt一シキン1937:54-55)。

　 た くさんの タルパガ ンを,そ の 日の うちに捕 まえて帰れた先述 のベル グテイは,恐

ら くは罠を使 った猟法を用 いていたのではないだろ うか。罠 によるタルパ ガ ン猟は,

ひ ろ くお こなわれてお り,そ れにはい くつか の方法がある ようだ。

Ⅳ-2罠 猟で捕 らえる

　 タルバガンが地下に住む習性を利用 して,地 上に出るのにどうしても通 らなけれぽ

ならない出入 り口に仕掛け罠を設けるや りかたがある。罠は,現 代においては針金や

電線コー ドなどが用いられるように,だいたいが滑 りやすい縄を輪にしたものである。

　 タルバガンが実際に出入 りする穴をよく覚えておき,そ こに罠をしかける。その穴

と,地 下の通路によってつながっていると思われる他の穴は土や石であらか じめ塞い

でおき,罠 の縄の一端は短い木の杭を打ち込んで固定 しておく。罠のある道を通らざ

るをえないタルバガンは,比 較的容易に罠にかかってしまうとい うわけだ。

　体の自由を奪われた動物は,な んとか穴のなかに逃げこもうとするが,縄 の長さ以

上の自由はきかない。その場に待ちかまえていた,あ るいは罠の点検にやってきた猟

師は,先 に鉤のついた長い棒でなんなくタルバガンを引きず りだし,ま だ生きている

ようなら撲殺するのである(張1986:124;ル カーシキン1937:51-53)。

　 1968年,中 国の著名な作家で歴史学者でもある張承志は,東 ウジュムチン地方に赴

き,そ こで4年 間暮らした。文化大革命中の中国において,国 家的規模で進められた

「山に上 り,郷 に下」る運動に加わったのである。張が入ったその地域は,奇 しくも,

先に挙げた鳥居龍蔵がタルバガンをた くさん目撃 したあの一帯であるが,こ の張承志

も,半 世紀以上あとのタルバガン猟について書きのこしている。要約 してみよう。
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　秋のオ トル(長 く厳 しい冬に備えて,家 畜を山の麓の牧草の豊富な場所につれて行き,

食 いだめをさせること)の 時期,そ の地の牧民は,こ の牧畜の大切な仕事の合間に 「プロ

の狩人と見まごうほどに変身する」。「タバラガ」猟をするのである。タバラガとは,こ の

あた りでタルバガンを指す方言である。

　 「ガホァー」(γoq-aで あろう(内 蒙大蒙語研1976:768))と 呼ばれる鉄の罠があ り,そ

れを各自10個 ほど持っていて,巣 穴のそばにしかける。毎日朝夕,し かけた罠を確認 し,

また改めてセットする。罠のはさみの部分には,鉄 の長い釘がついていて,地 面に固定し

てあるので,罠 にかかったタルバガンは逃げられない。

　近辺に名の知れたタルバガン猟の名人は,毎 日夕方になると20匹 近いタルバガンをぶら

下げて帰ってくるとい う。あまり熱意を持っていない人でも日に3匹 は捕れるし,張 自身

も日に2匹 を捕らえたことがある。成長 したタルバガンの皮は,1枚3,4元 で売れるの

で,毎 日10匹捕 ったとすると,そ の日の収入だけで,都 市の熟練工の半月分の収入になる。

(張1986:124-126)

　 罠 猟に よるタルバ ガン捕 りが,効 率の よい ものであることが よくわか る。タルバ ガ

ン猟 ブーム最盛期 ころの際の報 告によれば,1人 の猟 師が100か ら200の 罠 を しかけ ,

1日 平均5匹 か ら7匹,多 けれぽ15匹 もの猟果 を得 ていた とい う。

　 さて,罠 の構造に よっては,た とえ罠にかか って も,そ のタルバ ガンが 自分の穴に,

罠 もろとも,な かぽ逃げ こむ場合 もある。 こんな状態 にな った タルバ ガン を引 きず り

だす のは大変 だ った ようだ。前述 のアン ドリュースは,後 肢 に罠を食い こませた まま,

トンネルの曲が り角の ところまで逃げ こんだ大 きい牡 タルパ ガ ンを,モ ンゴル人 と2

人 がか りで,あ りったけの力を発揮 して引 っぱ りだそ うと した。 だが,そ の獣 は曲が

り角 で体 をね じくらせて いて,1cmと い えど も動かせ なか った と,し ぶ といタル・ミ

ガン に手を焼 いた印象を語 っている。余儀な く彼 は掘 りだ した とい う(アン ドリュウ

ス1941:125)。 タ ルバ ガ ンは,切 羽つ まった状況に なると,「 そんな小 さな動物 と し

ては,驚 くべ き力」を持 っているのが よくわかる。

　 この ようなタルバ ガン の様子 を言いあ らわ した伝承を ポターニンが伝えている。

　タルパガンをその場で弓で射殺せばよいが,も しそれが矢を突き立てたまま穴に這いも

どれぽ悪い。それはチ トクル(悪 魔)に 変身するのである。そんなことになったら,10人

がかり,い や全旗でかかっても,そ いつを掘 りだせない。(ポ ターニン1945:333)

1897年,張 家 口か ら庫倫 に旅行 したペ フツォフは,イ ヌを用 いた タルバガ ン猟を 目
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撃 している。真新 しい足跡のついているタルバガンの穴を見つけ,イ ヌとともにその

かたわらに身をひそめる。タルバ ガンが穴から出てくると,数 歩穴か ら離れたときに

イヌを放って捕らえさせるというや りかたである(ペ フツォフ1942:94)。

　 ラルンン も,同 様の狩猟法を目撃 している。穴のそばで待ち伏せしていたイ ヌは,

タルバガンの退路をふさぐ位置に飛びだ し,イ ヌとの闘いに入るべく後肢で立ちあが

った獲物の首筋に噛みつき一噛みで殺 してしまう。モンゴル の猟師とイヌは,タ ルバ

ガンを公平に分配 し,肉 はイヌが,毛 皮は猟師が取る。よく訓練 されたイ ヌは,毎 日

多数のタルバガンを捕るとい う(ラ ルン ン1939:217)。

　前述のとお り,1890年 代にウリヤスタイ ・庫倫間において福島安正は,タ ルバガン

を巧妙に捕らえて,む さぼ り食 らうイヌの活躍の様子を記録 している。

　フルンボイルの東ウジュムチンにおける鳥居龍蔵の実見談によれぽ,用 心深いタル

バガンではあるが,恐慌状態に陥って不運にも自らの巣穴の位置を見失ってしまうと,

馬に乗った牧民に追い回されたあげく,疲労困慰 して捕 らえられることもあるようだ。

地上に取 り残され,巣 穴へはいる機会を失ったタルバガンは,イ ヌなどの恰好の獲物

となってしまう。鳥居はその時の紀行文において 「蒙古犬はその肉を食ふを以て頻 り

に之を追ひ廻すの風あり。即ち余等の通行せる時にも,一 疋の犬の盛んにタルバガを

追ひ廻すを見た り。タルバガは其の穴を見失ひ,犬 に追はれつ 工逃げ走 りしが,遂 に

追ひ詰められ進退谷ま り,却 て牙を出して犬に抵抗せ り」(鳥 居1975:168)と 実見

したタルバガンの生態を紹介している。巣穴あってこそ,巣 穴のそばにいてこそのタ

ルバガンとでもいうことができようか。この場面はよほど印象的であったらしく,同

行の夫人きみ子 も紀行文に書きとどめていることは先に述べた。

Ⅳ -3　 タル バ ガン の銃猟

　銃があれば,タ ルバガンを射殺する猟法をおこなう。銃身の先の方には,ふ たまた

に広がるようになっている支柱(ロ シア人猟師は,COIilKaと 呼ぶ)が つけられ,射

撃時の安定性を保つ工夫がされていることが多い。

　できるだけ巣穴に近づいて,大 体タルバガンの出入 り口から40～50歩 程度の距離で

銃を構え,伏 せや膝撃ちの姿勢で辛抱強 くひたすら待つ。こうしたありさまを見てい

たアメリカの有名な探検家 アン ドリュースは,そ の待機の粘 り強いさまを,時 間など

問題にしない 「東洋的忍耐」 と評 している(ア ン ドリュウス1941:127)。 巣穴に近

くといっても,あ まり近すぎると獲物に気づかれるから,そ こそ この距離は保たなけ

れぽならない。そ して,タ ルバガンが十分に姿を現 したところで発射するのである。
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　巣穴へ逃げこませないということと,毛 皮を取るという大切な目的があるので,胴

体部分を傷つけるのを避けて頭部に狙いを定めることが要求される。

　昔も今も,外 来のタルパガン猟 目撃者の多 くが,用 いられる銃がひどく旧式なこと,

それにもかかわらず狙撃の腕前が実に確かなことに瞠目している。19世紀の最末期モ

ンゴルを訪れたラムステ ヅドは,射 程距離が長 くないあまり上等でない銃と評 し(ラ

ムステッド1992:75),新 しくは,約 百年後の1987年モンゴル 人民共和国を訪れ,タ

ルバガン狩 りをまのあた りにした開高健も 「腐 りかかったような古銃」といっている

(開高1989:18)。 しかし開高は,目 の前で百発百中にタルバガンをしとめたハン ター

のきわめて優秀な眼と腕前に感嘆することになる。

　 この他にも,一 発必中を実見した驚きが伝わってくるとでもいおうか,そ うした叙

述がこの地への旅行記のタルパガン猟にかかわる記事に散見される。

　そのや りかたの奇抜さで,あ まりにも有名なタルバガンの狩猟は,や はり銃を用い

て,次 のようにおこなわれる。警戒心が強いタルバガンであるが,他 方,好 奇心が旺

盛であるという性質が備わっている。そこを巧みについた狩猟法である。アン ドリュー

スの観察 した例は次の通 りである。

　 タルバガンの群棲地に来た狩人は,銃 を抱いて四つん這いになり,肩 の上に持参 し

てきたイヌの皮をかぶって,の そのそ這いながら巣穴へと近寄っていく。時々止まっ

ては吠え声をあげ,頭 を振る動作をする。早 くもこの奇妙な物体に気付いた見張 りの

タルバガンは,全 身に警戒心をみなぎらせ,上 へ下へと身を躍 らせながら警報を発 し

ている。不思議なイヌのような物体は,じ りじりと近づいて くる。タルパガンは決 し

て巣穴の出入 りロから離れようとはせず,か といって,抗 しがたい好奇心と興奮のゆ

えに,一 気に穴のなかに逃げ込むこともせず,そ わそわ しながらもなお凝視 しつづけ

る。 と,そ の物体は,突 然,押 しつぶされたように沈み込んでしまうではないか。び

っくりしたタルバガンは,つ いに好奇心に圧倒 され,事 態の急変をよく見きわめよう

と,後 肢で精一杯のび上がる。そこへ狙いすました猟師の銃が発射 されるとい う次第

である(アン ドリュウス1941:128)。

　 この猟法にはヴァリエーションもあるようだ。ラムステッドは,イ ヌの皮をかぶら

ない別の方法を伝えている。猟師は,棒 切れか鞭の先に,紙 やハダックなどの,な に

か ピラピラするものをつけて,そ れを風車のように振 りまわしながらタルパガンの巣

穴に近づく。物見のタルバガンは警報の鳴き声を発 して穴に逃げこむ。猟師はその穴

をよく覚えておき,枯 れ葉を集めてきて穴の入 り口のところで火をつけ,穴 のなかへ

煙を吹きこむ。首尾よく行けぽ,し ばらくすると煙に燵しだされたタルバガンがふら
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ふ らになって穴 の外へ 出て くる。すか さず鞭か棒 で撲殺す るとい うものであ る(ラ ム

ステ ッ ド1992:76)。

　 前記 した開高健 が見た タルバ ガン狩 りでは,白 い服 を着たハ ンターが,白 い布 きれ

を結びつけたハ タキの よ うな ものを振 りなが ら,地 べたを這 って巣穴数mの ところ

まで近づ いて,耳 のあた りを銃撃す る とい うプロセスをとる。

Ⅳ-4　 燥 し出 し猟

　タルバガンの巣穴を燵 して捕 らえるというのもよく知られた狩猟法である。18世紀

初頭のモンゴル 法典(「 三ホション法典」)に も,「タルバガンを燥しだして,掘 りお

こしもしなければ捕 りもしないで,そ のまま放置しておく者があれば,か かる者から

三歳仔の牡牛一頭を取上げる」などという条文があることからもそれは明らかである

(田山1967:270)。

　法によって規制されるほど広 く行われていた猟法であることが窺える。 しか し,火

を用いるこの狩猟は,牧 民にとって極めて重要な牧草地が,ほ んのち ょっとした不注

意によって大量に失われかねないとい う危険性を含んでいた。好個の例がある。

　 1996年春まだ浅いころ,モンゴル 国に発生 した空前の大規模火災は,国 際的に大き

な衝撃をもた らした。結果 として,主 にモンゴル国東部地方の,草 原や森林1000万 ヘ

クタール以上を焼 く大きな被害をあとに残 したからである。 この大火災は国際的な関

心を引いたようで,さ まざまな支援がおこなわれたことも記憶に新 しい。最初の火災

は,2月23日 ドルノ ド県で発生 した。一旦鎮火 したかにみえても再び出火とい う状況

が繰 り返 されたのは,1995年 から96年にかけての冬が暖冬で降雪が少な く,地 表が乾

燥 しきっていたことによる。

　モンゴルの新聞 『アルディン・エルフ』(「人民の権利」の意)が,1996年5月30日

付の紙上で報 じたところによれば,数 ヶ月に及んだこの大規模火災には,170ケ 所の

火元 と380件あま りの火災が確認されているが,な んと,1件 を除 くほとんどすべて

が,暖 をとるためのたき火や煙草の不始末などの人災であったという。

　そ うした人災の1つ で注目に値するものとして,タ ルバガン猟のため巣穴近 くで火

を焚き,そ れが燃えひろがった というケースがある。4月16日 スフ・パー トル県で14

歳の少年が,ま たヘンテイ県バヤン・オボー・ンムでは同18日に,や は り14歳の少年が

集めてきた草をタルバガンの穴の近 くで燃やしていて失火 したというのである。これ

らのニュースは,タ ルバガン燥 しの際の過失が,い くつもある失火の原因のなかに含

まれてお り,そ の猟法自体が今もなお行われつづけていることを明白に示す ものとい
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え よう。

　同 じく火を使 う,し か しもっと過激 な狩猟法 も伝 え られ てい る。生 け ど りに した1

匹 の タルバ ガン の尾に爆竹 をつけ,巣 穴のぞぽ に放す。 自由になった タルバガン は,

あわててふためいて巣穴に逃げ こむが,穴 のなかで尾 につけ られ た爆竹が爆発す る こ

とにな る。その巣穴 にいた タルバ ガン たちは,大 パ ニックに陥 って我が ちに穴の外 に

逃れ出て くるが,出 入 り口に しつ らえられていた網 に よって文字通 り一網打尽に絡め

とられて しま うのである(飯 島1921:671)。

　 類似の,や やおだやか な猟法につ いて,1923年 に 北モンゴル を通過 した有名な探検

家ヘデ ィンが伝えている。 当時外国人 に よる銃猟はすでに禁止 されていたので,漢 族

の猟師た ちが新たに考 えだ した猟法 である とヘ デ ィンはい う。捕 らえた タルバ ガン の

首に鈴 をつけ,さ か さまに吊 して,巣 穴 の出入 り口に放つ。がむ しゃらに穴 の奥へ突

き進んで行 くタルバ ガン の首 の鈴が盛んに音 をたてる と,恐 慌 をきた した タルバ ガン

た ちが先を争 って地上へ出て くる。それを棍棒 で撲殺す るとい うもの。 ゾロゾロ出て

くるタルパガン の うちか ら1匹 をまた捕 らえ,同 じように鈴をつけて,ま た他の穴 に

投げ こむ とい う具合 であ る。タルパ ガ ンを1匹 で も多 く捕 らえ ようとい う,猟 師たち

の発想 の豊か さにはまった く驚 くべ きものがあ る(ヘ デ ィン1939:132-133)。

　 人民共和国時代のモンゴル にあ っては,タ ルパ ガン の巣を破壊 した り,煙 で漁 しだ

した り,さ らには巣穴 に水を流 しこんだ りして捕 らえ ることが禁止 され ていた ことが

あ る。あ る場所 において,種 を根 こそ ぎ断 って しま うことをおそれて の規制 であ る

　(HaMHaH八 〇p)K　1964:121)。

V　 タルバ ガン大濫獲

V-1　 タルバガンの毛皮獣 としての価値

　 タルバガンと人間とのかかわ りのなかで,最 も重要なテーマは,こ の動物の経済的

価値である。タルバガンの大濫獲　　地域によっては絶滅さえ懸念されるような一

とい う現象を招 くことになる,毛 皮原料 としてのタルバガンのありようについてであ

る。

　 タルバガンが最 も熱い注目を集めたのは,あ らためてい うまでもなく,毛 皮獣 とし

てであった。

　従来もタルパガンが棲む地域では,そ の毛皮が重宝な防寒衣料 として用いられては
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いた。しか しここで述べるのは,そ のような地域限定的な需要ではな く,国 際的な規

模でのブームについてである。劇的な需要増をもたらした背景,そ してそれが,タ ル

バガンの棲息地に一体 どのような事態を引きおこしたのかを見てみ よう。

　1900年代最初の10年間のは じめ,ヨ ーロッパ市場で,タ ルバガンが有望な毛皮資源

としての商品価値を認められたのが,そ もそものきっかけであった。高級毛皮のイミ

テーションとなしうること,ま た新開発の染色法がほどこしやすいとい うところが評

価されたのであった。テン,ミン ク,カ ワウンなどの高級毛皮のイ ミテーションにす

ることができるというわけである(Benedict　 1996:156)。19世 紀末頃から,ロ シア市

場における大需要が始まってはいたが,世 紀が変わってす ぐに,さ らに新たな大型需

要が加わったのである。

　今日においても,そ の毛皮は,重 要視されている。毛皮は,奢 修品としての価値も

さることながら,寒 冷地においては必需品であることを忘れてはならない。

　そ うした観点から見ると,人 間にとって望ましい常用の毛皮 とい うのは,1頭(匹)

あた りの(毛 皮の)面 積がなるべ く大きいこと,同 種のものが大量に,か つ効率的に

確保できることであったろう。 こうした条件にかなう動物 として,中 央ユーラシアで

はいかなる動物が想定されたのであろ うか。ヒツジ,ヤ ギなどの家畜と肩をならべて,

野生種としては 「元皮」と呼ぼれたイタチ,そ してとりわけタルパガンがこうした条

件に,ま さにぴった りの動物 と見なされたのであった。

　詔歯類の動物は,一 般的にいえば,繁 殖力は 「鼠算」というよく知られた表現 もあ

るほ どであるし,環 境への適応性も類例を見ないほど高い。哺乳類全種の4割近 くを

鶴歯類が占めていることからもそれは うかがえる。

　だが,沢 山いる鶴歯類ではあるが,毛 皮獣 として用いるためには,あ る程度大きい

体躯を備えている必要がある。同じ苦労をして捕らえるなら,大 きい個体のほ うが,

当然実入 りは多 くなる。い くら個体数が多いといっても,普 通の 「小さな」鼠では使

いものにはならないのである。

　先に見たように,中 央ユーラシアには,タ ルパガンの他にも多 くの詔歯動物が棲息

する。 トビネズ ミ,ハ タリスなどはよく知られている。けれ ども毛皮獣としてタルバ

ガンと比べてみるならば,ハ タリスは比較的,ト ビネズミはずっと体型が小さい。そ

うなると,残 ってくるのは,最 大級の体躯をもつタルバガンということになる。

　ここで指摘 しておかなけれぽならないのは,タルバガンの猟獲に恵まれない地では,

たとえばハタリスなどの比較的小型のものも毛皮獣 として狩猟されていることであ

る。だが,「 満蒙」地域において,そ れはあくまでも次善の獲物であるにとどまる。
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1928年,「 満蒙」地域で執拗に発生するペス ト流行への対策の重要な課題 として,南

モンゴルの鄭家屯一帯で詔歯類の棲息状況調査をおこなっていた満鉄衛生研究所の倉

内喜久雄は,1人 の漢人がハタリス10数頭を捕獲 しているのを目撃する。ハタ リスは,

農作物に被害を与えることから農民に忌避されてお り,捕 獲がその動物の駆除につな

がることはもちろんであったが,く だんの農民の話によれぽ,肉 は食用に供し,毛 皮

は売却するということであった。その話を聞いた倉内は,最 寄 りの都会である通遼の

毛皮屋の店頭で売られている品 目を調査 したが,そ こで多くのハタリス毛皮を確認 し

た。防寒用,耳 覆いなどに使われていたよ5で あるとい う(倉 内1930:・686-689)。

　タルバガンは,他 のリス科の動物のいくつかがそうであるように群棲する。たしか

にその住処は,山 地性草原地帯であり,人 里遠く離れているのが常である。

　 しかし,巣 穴のまわ りに掘 り出した土を堆積する習性ゆえに,だ いたいのあた りを

つけておけば,た やすく棲息地を特定できる。人跡 まれな場所ではあるが,そ こへ行

きさえすれば,必 ず集団で棲んでいる目じるしを見いだしうるというのは,ハン ター

にとって魅力的な条件とな りうる。本来狩猟は,獲 物に行きあたることができるかど

うかということ自体が,最 初の難問としてハンターを悩ませるのであるから。

　 タルバガンの場合のように,あ らかじめポイン トが確定しうる狩猟は,準 備をきち

んと整えさえすれぽ,高 い効率を得られることになる。

　 こうして,中 央ユーラシアの特定の部分においてのみ知られていた毛皮資源 として

のタルバガンは,世 界的毛皮市場の脚光を浴びることとなった。

　 日本の皮革業界においても,そ れはタルバガンの俗託である 「トラパカン」という

名称のもと,「茶染めを して」,肩掛,外 套の襟などに用いられていた(武 本1969)。

　 タルバガンは毛皮獣として大いに珍重されていた。より正確にいえぽ,現 代でも珍

重されている。保温性が良く,毛 の密度が濃いことから珍重 されてお り,た とえば中

国の内蒙古自治区においては,皮 製帽子,皮 製襟,革 手袋,オ ーバーコートなどの製

造に用いられている。モンゴル 国においても,た とえば(人 民共和国時代の)1964年

8月2日 付の新聞rウ ネン』(「真理」の意)は,ド ルジゴドブ商業調達相の 「タルバ

ガン皮は貴重な富である」とい う文を掲載 している。紹介 してみよう。

　モンゴル では,こ の20年 あまり,毎年約100万 頭のタル・ミガンの毛皮と多量の油を輸出し,

国家 ・人民に必要な物資を購入している。1年 間のタルバガン毛皮だけで,そ の見返 りと

して,1000万mの 木綿,あ るいは約550台 のン連製高級乗用車ジルを購入できる。

　1964年 に も,100万 頭 あまりのタルバガンを捕獲 し,そ の毛皮 と油脂200トン を採取する
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予定だ。

　モンゴル国地域におけるタルバガン産地は,ア ルタイもの,東 部もの,西 部ものに大別

される。モンゴル 地域のアルタイ山脈西北部に産するアルタイものは,体 型も大きく,黒

い背中の長毛,毛 藍のように濃 くて柔 らかい毛並みを持っており,他 地域産出のものを圧

して珍重されている。

　この担当大臣の言葉のごとく,現 代においても熱い視線を集めているタルパガン毛

皮については,大 別 して春もの と秋ものとがあ り,春 ものを 「黄獺子皮」,秋 ものを

「青獺子皮」と呼ぶこともある。

　両者の うち,市 場価値では圧倒的に秋ものが優位に立つ。秋 ものの毛皮は,脱 毛期

を終えて,温 かい冬毛を生ずるからである。ふさふさして見た目も美しいだけでな く,

丈夫でもあるとい う。その時期の柔毛(下 毛)は 暗色を呈 してお り,毛 軸は明るく淡

い茶色で,毛 端は暗褐色である。これに比べると,春 もの,つ ま り暖かい時期の毛皮

は評価が低い。5月 頃の皮は脱毛がさかんな時期で,毛 が固着せず簡単に抜けおちて

しまうし,夏 季のそれはさらに粗であ り,そ れよりもなによりも,暖 かさを確保する

大切な下毛がないのが決定的なマイナス要素となるので商品価値は著 しく低い。

　ルカーシキンがまとめたザバイカルにおける1913年 から34年 までの価格統計資料

(ルカーシキン1937:60)を もとに,両 者の較差を比較 してみると,秋 もの100に 対

する春 ものの価格較差は,最 大51.9%(1920年),最 低95.8%(1913年),平 均70.2%と,

大きな開きが見られる。

V-2　 タルバ ガン 「受 難」

　タルバガン棲息地周辺の街では,突 然の需要激増のため,異 様な状況が生じた。 ロ

シア人が,漢 人が,そ してもちろんモンゴル人も,こ の小動物めざして殺到したので

ある。天災 ・飢饉 ・戦火などに追われるように して,中 国から 「満蒙」地域に流れこ

んできた食いつめた漢人たちは,厳 しい自然環境のもとで苦 しい農業生活を細 々と営

んだ り,「苦力」(ク ーリー)の 名で知られている肉体労働に従事 していた。 ロシア人

にしても事情は似た りよった りで,そ うした人たちの多くは,こ の情勢を見てタルパ

ガン捕 りに転向する。

　狩猟によって得られる収入は,貧 窮の境にいたこうした人たちの生計に明るい展望

をもたらすかに見えた。先に見た張承志の見聞でも明らかなように,タ ルバガン狩 り

は簡単な猟具ででき,熟 練の専業猟師でなくても,あ る程度の猟果を挙げうる技術的
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な容易さがあったことも,い っそう事態に拍車をかけることになる。なに しろ,「大

人ばか りでなく,子 供さへも従事する」手軽さなのだから。

　現地の人たちのみならず,春 秋の農閑期には,遠 く山東省や,満 洲南部あた りから

も,農 民たちがタルバガンめざしてどっと押 しよせた。

　男女を問わず,子 供まで,ま さに猫 も杓子もタルバガン猟へとむか うとい う風景は,

ハイラルだけのものではなかった。著名なタルバガン棲息地域に近い満洲里やジャラ

イノールなどではもっと極端な光景が見られた。これらの地方では,微 々たる給与 し

か支給されない軍隊から,ず っとおい しい儲け口であるタルパガン狩 りに転向するた

め,脱 走者が続出,そ の数150名 にものぼったとい う噂まで飛びかった。兵士や巡警

など,社 会秩序を維持すべき者 までが浮き足立っているのである。特に猟期には,そ

の日暮 らしの,社 会の最下層にあえぐ 「苦力」などはい うに及ぼず,職 工,食 堂,旅

館などのボーイやコック,各 家庭の下働 きなど,定 職を持つ者までもが,一 時に姿を

消して しまうような有様となったのである。ハラノール炭鉱は休業,ジ ャライノール

の炭鉱では操業休止寸前にまで追い込まれるほどであった。まさにゴール ドラッシュ

を思わせる狂躁である。街には働いている人の姿を見かけることも少なくな り,さ び

れた雰囲気が感 じられは じめた(志 水1925:59)。

　 多くの職場で働 き手が姿を消してしまったため,新 たな労働力を求めるのがす こぶ

る困難 となった。それゆえ,給 料相場が暴騰す るような事態に至 ったのだった。

　 この,い わばタルバガン狩猟全盛期においては,一 体 どのような規制が設けられて

いたのであろうか。

　 タルバガン狩猟に関しては,狩 猟者が個人あるいは組合(こ うした組合組織を ロシ

ア人たちは,ア ルテルaPTeJlb一 ロシア語で組合の意　　と呼んでいた)の 名であ

らか じめ出猟予定地域を決め,地 方官憲に出願 して猟師各人の税を納付 して鑑札を交

付 してもらわなければならない。許可を得た狩猟者は,そ の経営規模に応 じて20～30

名から200～300名 の猟師を雇い入れ,10名 程度を1組 として各猟場に配置 して捕獲さ

せる。1人 で1日 に13匹 も捕 らえることがあるとい う。捕らえたタルバガンはただち

に撲殺 し,そ の場で皮を剥 ぐ。猟期中の食事,現 場での生皮の処理,乾 燥時の見張 り

などの任にあたる者を雇 うのが通例である。その毛皮は,一 定の場所に設けたベース

キャンプ的な役割をする本拠に集めてよく乾燥 し,布 袋に詰めて付近の市場に搬出す

るという段取 りである(ル カーシキン1937:64-67)。 そ して,た とえぽ満洲里では,

第一次世界大戦(1914-1918年)以 前,タ ルバガン皮は,す べて ドイツ向けで出荷さ

れていたが,1梱500枚 とし,と ころどころに防腐剤 としてナフタ リンを散布 して圧
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縮,外 側 を麻袋 包みに して鉄帯 で胴締 めをす る とい う形 で発送 して いた(原 ・中山

1919:604)o

　 だ が一方で,当 然予想 できることだが,こ のよ うな規制 を くぐりぬ ける,お びただ

しい数 の,個 人あ るいは集団 の 「もぐ り」 の狩猟者 もいたのであ る。統計 には把握 し

えない この種 「猟師」た ちが,さ まざまな問題をひ きお こすのであ る。

　 1934年,先 述 した鳥居龍蔵 もと りあげていた タルバガン の有名な棲息地 ウジ ュムチ

ン地方へ とハイ ラルから狩猟に向か った ロシア人,日 本人,漢 人は1000人 に も達 した

とい う。 ハイ ラルか らハン ダガヤへ5,6日,そ こか らハ ロン アル シャン まで2日,

そ して 目的地の ウジュムチ ンまでは大体10日 行程である。6,7月 頃 に出かけ,9,

10月 頃 にもどるまで草原 にいつづけて タルバ ガン 狩 りをす るのであ る。

　 フマラボル シチ ェフスキ ーは,1910年,ハ イ ラルでは5000人,満 洲里 ではllOOO人

に もお よぶ人数が タルバ ガン 猟のために通過 した とい う(ま た同年満洲里 には50も の

商会の出先機関が あった)(ル カーシキ ン1937:87;ス クニ ヨフ1935:164)。 また,

エ フチー ヒエフに よれぽ,ザ バイ カル地方に おいては,1925年8000人 を くだ らな い人

たちが この動物の猟にかかわ った(ス クニヨフ1935:163)。 驚 くべ き数字であ る。

　 ともあれ,こ うした 「にわか タルバ ガン=ハン ター」たちのなかには,そ れ までは

日々の暮 ら しを維持す るのが よ うや くとい うあ りさまだ ったのに,故 郷へ幾ば くか送

金す るとい う余裕を得 る者 さえ現れ るのだか ら,こ の ブームは まん ざら実体のない現

象で もなか ったのである。

　 罠や その他の猟具,狩 猟 中の日用品な ど,つ ねひ ごろからモンゴル人 に必要な品を

供給 していた ロシア人や漢人 の商人たちは,猟 具の販売 で大 も うけ した。ただ し,そ

の地で求め うる唯一の罠 であ るロシア人 のもた らす製 品の評判は よくない。 ロシア製

の二重バ ネの罠はバネが弱 くてほ とん ど役 に立たないので,し ば しば罠猟 で失敗す る

とい うのであ る(ア ン ドリュウス1941:126)。

　 1923年11月18日,き び しい寒気のなか,張 庫街道を クー ロンに向か っていたヘ デ ィ

ンは,中 国方面へ向か うい くつかの漢人 の隊商に出会 ってい る。 隊商 の帰途の時期 と

してはずいぶん遅いが,ヘ ディン は,そ の隊商が 「幾千匹 とい うモルモ ッ ト」毛皮を

ラクダに積んでいた とい う。 これは買売家が荒稼 ぎの獲物を持ち帰 る,ま さにその場

面である(ヘ ディン1939:82,133)。

V-3驚 異的な産出量

タルバガンは,20世 紀の最初期に,毛 皮獣 としての価値を新たに見なおされて以来,
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濫獲の対象 となって しまった。果た してどのくらいのタルバガンが捕らえられたので

あろ うか。今日まで残されている統計資料から,そ の実態をさぐってみよう。

　言 うまでもなく,統 計資料は,定 点で,統 一された集計法によって,長 期間にわた

って行われたものに依拠すべ きである。そ うでないものについては,は じめから限界

性が存在することを,よ く認識 した上で慎重に数字を検討すべきである。

　ここにあげられる統計資料は,こ のような原則からすると,程 度の差こそあれ,そ

れぞれ問題点を含むものである。各統計資料は,異 なる立場から集計された数字であ

り,統 計の及ぶ期間も長いもので十数年程度である。それでも,お おまかな数量,だ

いたいの傾向,時 代の推移などについての 「あた り」をつけるくらいの,統 計資料の

量と質は備わっているものと思われる。また,満 洲国時期の税関従事者の指摘による

と,一 般的に言 って,世 界のどこでも,毛 皮業者は,非 常に排他的であ り,そ の技術,

取引,価 格などについては,厳 重な秘密主義を保 っているので,実 情を知るのは容易

ではない(手 島1938:35)。

　こうしたさまざまの限界性があることをよくよく認識 しつつ,い くつかの統計図表

を概観してみよう。本論でとりあげているタルバガンの大産出地は,国 別にすると,

ロシア(ン 連)の ザバイカル地域,モンゴル(人 民共和)国,そ して中国(「満洲国」)

のフル ンボイル地域の3地 域に分けられるだろ うが,こ れはもちろん一続きの空間的

広が りである。ただ,統 計資料は,そ れぞれの地域において,別 途独立 してまとめら

れるのが常であるので,以 下の統計表も,モンゴル 地域,フ ルンボイル地域,そ して

ザパイカルの順に別々に示した。

　表1・ 表2「 モンゴル人民共和国のタルバガン捕獲量1・1[」 は,1は ナムナン ド

ルジの著書,皿 は人民共和国中央統計局の発表になる数字をまとめたものである。19

世紀の末にすでに142万 匹(表1)を 数えているのは,ロ シア市場での需要がこの時

期にはすでに始まっていたことを示 している。1906～1910年 までの産量は驚 くべきも

ので,5年 連続で200万 匹を上回ってお り,こ の期間だけでモンゴルでは1284万 匹の

タルバガンが捕殺 されたことになる。また,1910年 のごときは実に320万 匹に達する。

統計の示すかぎりにおいては,1914年 ・1915年の両年を除いて100万 頭を下ることが

ない。表2で は,1950年 の突出した産出量が注 目に値するが,そ の原因は定かでない。

最も印象深いのはこのような濫獲にもかかわ らず,現 在に至るまで,大 体において毎

年100万 匹程度の産出量が見込めるという点で,タ ルパガンの繁殖力がいかに旺盛で

あるかがは っきりとわかる。ルカーシキンによれば,ニ キフォロフの報告では1927年

までのモンゴルにおけるタルバガン生皮の年平均産出量は180万 枚(庫 倫経由分のみ)
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だと述べている(ル カーシキン1937:59)。 そ して同時に,濫 獲以前のタルパガンの

棲息状況に思いを致す とき,前 述マイスキーの 「全蒙古の山野は」「タルバガンの巣

となって穴にて覆われ,乗 馬の通行は困難」という記述,あ るいは鳥居龍蔵の東ウジ

ュムチンにおける,タ ルバガンが 「無数にいる」 という報告が誇張でないことも十分

に想像がつ く。

　表3は,フ ルンボイル地域のタルバガン捕獲量である。1910年 の肺ペス ト大流行の

あと,防 疫対策 として設置された消毒所を経由した生皮についての統計である。ただ

し,こ の消毒所の評判は必ず しも高 くなく,「支那官憲では満洲里と海拉爾に消毒所

を経営 して居るが私 としては十分とは考えられない」 し,こ の 「消毒所を標準とすれ

ぽペス ト菌の付着 したタルバガン毛皮が輸出」されるのではないかとい う専門家の懸

念 も表明されている(岩 田1927:28)。 こうした機関での手続きを忌避する狩猟者が

表1　モンゴル 人民共和国のタルバガン捕獲

　　　量1

年

1892

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1913

1914

1915

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

枚 数

1,420,000

1,000,000

2,040,㎜

2,984,000

2,472,000

2,130,000

3,220,000

1,100,000

　 680,000

　 900,000

1,000,000

1,300,000

1,400,000

1,401,000

1,843,400

2,553,400

1,820,100

2,257,600

1,598,000

　 782,000

(HaMHaHnop)K　 l964よ り引 用 作 製)

多 くいたことは想像に難 くな く,そ

の点をふ くんでこの統計表を見 る必

要があるだろう。フルン ボイルにお

表2　モンゴル 人民共和国のタルパガン捕獲

　　 量∬

年

1940

1945

1950

1955

1960*

1961*

1962*

1965

1970

1971

1972

1973

枚 数

968,100

1,406,300

2,337,500

1,922,700

1,034,200

1,155,900

　 868,400

1,208,800

1,201,000

1,141,900

　 845,400

　 969,700

(Hcy　 1971　 よ り 引 用 作 製 。*はHa-

MHaHnop)K　 l964で 補 う)
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いても,100万 匹 をこえるタルバガン が捕殺 された年度があ るこ とがわか る。

　表4は,ザ バ イカル地域 の統計であ るが,1930年 代 には8万 枚 を こえることはない

状況 とな っていた。

　すべての統計資料か ら明瞭に うかがえ るのは,も ちろん産 出量の鷹大 なことである

が,年 度 ごとの激 しい変化 も実 に印象的である。実際 タルバガ ン毛皮 の相場の推移は

劇 的であ る。た とえばハル ビン市場 での秋物 タル・ミガン の1927年 の価 格は,1915年 の

1042%,春 物 も1916年 比 で760%の 高 騰ぶ りである(Lukashkin　 1938:82)。 アン ドリ

ュースは,庫 倫において,1920年5月 に1枚30セン トだ ったタルバ ガ ン毛皮が,同 年

10月 は じめには1ド ル25セン トに高騰 しているのを見て,「 大都市 の需要が何千 マイル

も離れた生産の中枢地へ どれほ ど早 く一直線に達す るものか」を知 って瞠 目してい る

(ア ン ドリュウス1941:127)。 タルパ ガン の皮 は,「 満洲」地域 の ものは,日,英,

米,お よび上海,天 津などに輸出 されていたが,そ の大部分は米国に送 られていた。

米国では これを色揚げ して優良毛皮の模造品をつ くっていた。ザバイカルやモンゴル

などの大量 の産品は,ロ シア経 由で ヨーロッパに輸 出 されていた。 こうした周辺勢力

圏 をもふ くむ ロシア産毛皮世界市場 占有率 は,取 引高に して50%に も及 んでいた。 し

表3　 フルンボイルのタルバガン捕獲量

1913

1914

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

30,761

177,460

2,013,663

768,317

228,783

1,038,096

276,740

　 505,063

　 292,429

　 733,155

　 278,306

　 8,174

　 15,000

　 48,317

　 80,000

　 160,000

(東支鉄道統計集(消 毒所経由生皮)ル カーシ

キン　1937よ り引用作製)

表4　 ザバイカルのダウリヤ草原におけるタ

　　　ルバガン捕獲数

1908

1909

1910

1911

1912

1913

1914

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

700,000

800,000

2,500,000

1,329,000

1,332,000

930,000

　 824,000

20,000

100,000

268,000

350,000

62,000

59,500

85,000

(ル カ ー シ キン1937よ り引 用文 献)
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か し,あ まりの濫獲と,ロ シアの第1次 世界大戦参加,ひ きつづいて起こった ロシア

革命などの政情不安,そ して米国の経済不況など,大 消費国の国内事情によって,そ

の輸出は激減することになる。1929年10月24日,ニ ューヨーク株式市場の大暴落に端

を発する世界大恐慌の激甚な影響は,表3に 明白である。ロシアでは,革 命時には毛

皮の供給が全 く停止 したこともあったほどで,ロ シアからヨーロッパ向けの産出量が

大幅に減っただけではな く,満 洲から輸出されたタルバガンの毛皮についても1928年

には82万枚を越 していたが,1931年 には僅かに7万 枚 となった(米 内山1938:155)。

概 して,モ ンゴル地域では(乱 高下の比較的少ない)安 定した産出数を保っているが,

ザバイカルやフルンボイルでは著しい消長が見られる。

W　齧 歯類 と結 びつ いたペス ト

W-1ペ ス ト流 行 のあ りよ う

　本論で検討 して きたタルバ ガ ンの毛皮需給の消長は,人 類に とっての最大の災厄の

ひとつペス ト(Yersinia・Pestis)に よ って,大 きく変動 した。

　ペス トは,も とも とは野生 の鶴歯動物の間に現れ る動物間流行病(epizootic)で あ

る。宿主 となる動物 のあいだにおいて,定 期的に激発す るのであ る。この ような場合,

草 地や平 原では,し ぼ しぼペ ス ト死 した動物の死骸が累々と横たわ るとい う情景が見

られ る。 タルバ ガン が豊猟 の時 にペ ス トが流行す るとい う説 には,一 定の根拠が ある

(満鉄衛生課1928:149)。 現 に,モンゴル におけ るペ ス トの呼 び名 は,タ ルバ ガン・

タハル(tarbaγan　 taqal,直 訳 では,タ ルバガ ンの伝染病)で ある。注意すべ きは,動

物間流行の段階 でのペス トは ヒ トの場合の ように致死率が高 くないことである。実は,

後 にふれ るように,こ の ことこそが,ペ ス トの永久的 な病巣地域 が中央ユ ーラシア地

域 の各処に存在す る結果を生む。

　 野生 の世界に住 むタルバ ガン,ハ タ リス,あ るいは プレー リー ドッグな どの保菌動

物 から,よ りヒ トの社会に近い ノネズ ミ,ク マネズ ミ,ド ブネズ ミなどへ,　 　 そ し

て ウサギ,イ ヌ,イ エネ コな どへ も　 　 ,あ るいは ヒ トその ものに,ノ ミを通 じて こ

の細菌 が感染 して,や がてそれが ヒ トのあいだに伝染す る。それが,な ん らかの経路

に よって ヒ トの世界に伝わ り,流 行病(epidemic)と な ると,深 刻 な災厄 を もた らす

とい うことにな る。epidemicと してのペス ト(ヒ ト・ペス ト)が 出現す るのであ る。

　 ヒ ト・ペス トの主要な病型 は,腺 ペス トと肺ペ ス トの二種 である。
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　有菌 ノミに刺された部分の近 くの部位にある リンパ節が腫れあが り,直 径3-8cm

にも達する。この出血性化膿性炎症は,た えがたい疹痛をもたらす。やがて細菌は リ

ンパや血液の流れによって,全 身を侵 し,敗 血症を起こし,患 者を死に至らしめる。

カミュは,こ の伝染病の名をタイ トルとする傑作において,こ うした患者の病状の推

移を冷厳に描いているが,そ こに描かれているのは腺ペス トの症状である。

　 もう1つ の代表的症例,肺 ペス トは,致 死率がきわめて高い。この病型は,す でに

ペス トに感染したヒトの喀疲中に菌が混在 し,咳 や会話中の飛沫を通 じて,気 道感染

し,細 菌が肺に入って出血性気管支肺炎を起こす。ヒトからヒトへと感染 して行き,

即座に肺ペス トの新しい犠牲者が生じるということになるので,危 険この上ない。

　 ヒ トがペス トに感染するまでに関与する哺乳動物は実に約230種,そ してノミは100

種類を数えるという。驚 くほど多岐の伝染経路を通って くる可能性があるのだ。

　ペス トは,保 菌動物が棲息する地域においては,ち ょうど風土病のように存在 しつ

づけている。中国北辺,モンゴル,中 央アジアなどの地域では,か つてペス トが流行

し,保 菌動物が残存 しているので,な にかきっかけさえあれば,再 び流行する恐れが

あると考えられている。近時ペス トが流行 した地域はアジアだけではない。WHO(国

連世界保健機関)ペス ト専門委員会の第四次報告に付された世界のペス ト病巣地図は,

20世 紀後半におけるこの厄介な疫病の広が りを,雄 弁に物語っている(WHO　 1970:

6)。

　 このようなペス ト病巣地域が存在するのはなぜか。医学者の現在の通説にしたがえ

ば,野 生の醤歯類の社会におけるepizooticと してのペス トは致命的ではない。 ヒト

にたとえれば,は しかや天然痘のごとき幼児期の病気のようなものであ り,そ こでは

宿主の動物とペス ト菌とのあいだに,安 定した適応パターンが確立 しているという。

　 宿主の動物は,抵 抗性か感受性か,あ るいはその双方をもってお り,そ のことによ

りペス トの病巣は維持され,確 実に次代に継承される。動物間流行の段階で生き残る

動物が少なからずいることが,あ る地域に病巣が維持されるとい う現象を招いている

のである(グ レッグ1980:80-95)。 動物間流行においてその齧歯動物が全滅すれぽ,

その地域のペス トはきれいさっぱ り一掃されるはずである。か くして,病 巣があると

見なされている地域では,ペ ス ト流行の危険性は永久に去らないことになる。永久的

な病巣地帯が存在するのは,こ うした事情による。

V[-2　 3度 の パ ンデ ミッ ク

ペス トの真の恐 ろ しさは,パン デ ミヅク(pandemic)と して立 ち現れ るときに き
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図4　 1969年 世界のペス ト病巣地図。上 より,疑 わ しい地域,確 かな地域,既 知の病巣地。(WHO　 1970)よ り引用。
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わだっ。パ ンデ ミヅクとは,と きに大陸を こえ る規模 となる地域的な拡が りを見せる

だけでな く,数 世紀 に もわた って存続 しつづけ ることさえある世界的大流行 を意味す

る。

　 多 くの医学者は,疫 学的研究業績に もとついて,世 界史上3回 のパ ンデ ミックが存

在 した とい う。その3つ のパ ンデ ミックを概観 して見 よう(春 日1986な どに よる)。

　 まず,540年 す ぎか ら始 まる,ペ ス トと確認 された最初 の大流行。 ペス トは,エ ジ

プ トか らヨー ロッパ 内陸部 へ と拡が り,8世 紀末 になって ようや く鎮 まるまでのあい

だ に,東 ローマ帝 国住民 の約半数 を倒 した。「ユステ ィニアヌスのペス ト」 とも称 さ

れ るとお り,名 君 ユステ ィニア ヌス帝(527-565年)の 治下 の ことであ った。 この国

が解体 し,か わ りあ うよ うに アラブのイス ラム勢力が進 出 して くる原因の一つは,そ

の後,何 度 も猛威をふるったペ ス トに よる ともいわれるほ どである。古代オ リエ ン ト

世界 の終焉にペ ス トの流行がかかわ っていた といわれる所 以である。

　 第2次 パ ンデ ミヅクは,14世 紀 中葉,全 ヨーロッパ的規模の大流行 と して知 られ る

もので ある。荒れ狂 った今回 の疫病 の推定 される犠 牲者 は2500万 人 。黒死病(Black

Death)と い う呼称 が生 まれた のは,実 にこのときの ことであ った。第1次 のそれ は

アフ リカか らや ってきたが,こ のたびの発源地 は中央 アジアに行 きつ く。

　 この ときの ヨーロッパにおけ る大流行 の契機については,古 来,モ ンゴルを元凶 と

名指 しす る次の ような話が有名である。 ク リミヤ半 島の港町 カ ッフ ァを包 囲 していた

キプチ ャク・ハン 国の軍隊にペス トが突発 した。モンゴル 軍は攻城 を断念,撤 退 す る。

モ ンゴルは,そ の とき,腹 いせにペス トに倒れた犠牲者 の死体を巨大な投石機 で城壁

こしに街 のなかへほ うりこんだ。 こ うして疫病はほ どな く,街 の中に も広が った。そ

して,カ ッフ ァか ら クリミア半 島に拡散 し,8万5千 人の人が倒 された。ペス トは船

で各地の港町 に伝わ り,や がて ヨー ・ッパ各地 に浸透す るのは時間 の問題 とな った。

　 第2次 のパ ンデ ミックに よ り,イ タリアやイギ リスでは人 口の半分 が,ヨ ー ロッパ

全体では4分 の1な い し3分 の1の 人 口が抹殺 され た。 この災厄 に よる ヨー ・ッパに

おけ る人 口の激減は,労 働力の絶対 的不足 を招 き,封 建制度 の根幹に大 きな打撃を与

えた。か くして,時 代は中世か ら近世へ と変貌す ることになる。

　 先の例 もそ うであ るが,ペ ス トとい う疫病が歴史の流れを変 えるなどとよくいわれ

るの も,こ うい う観点から見ると うなず ける。

　 当時の,パ ニ ックに陥 った ヨー一・Pッ パの人 たちの様子は,1348年 の フ ィレン ツェで

のペス ト流行 を題材 としてつ くられ たボ ッカチオ(1313-1375年)の 傑作 『デカ メロ

ン』,あ るいは イギ リス史で 「ペ ス トの年 」 といわれ る1665年 か らの大流行,い わゆ
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る 「ロン ドンの大疫 」 を描 い たデ フォー(1660-1731年)のrペ ス ト』(原 題 はA

Journal　of　the　Plague　 Year　rペ ス ト年代記』)に よって,私 た ちの前に生 々 しく再現 さ

れ る。 ヨーロ ッパ世界 におけ るペス ト流行は,よ り小規模の ものはその後 もたびたび

見 られ るが,い ま ものべたイギ リスでの大流行を最後 に,局 地的な流行へ と収束 して

行 く。

　第2次 パ ンデ ミックは中国地域 で も猛威をふ るった。 マクニールは,世 界史上にあ

らわれたペ ス トをは じめとす る疫病 の意義を,包 括 的に論 じ,疾 病 と人間社会 とい う

テーマに関す る研究 を残 した。最 も鮮明な 「病理中心主義」論者(見 市1989:4)と

して,賛 否双方の論点か ら盛んに引用 され るマ クニールの所説は,ペ ス ト研究にかか

わ る医学的学問分 野か らも一定の評価を受けてい るように見 える。歴 史学の分野にお

いて も,た とえぽモンゴル 通史に おいて新鮮な切 り口を提示 してみせたD.モ ーガン

は,マ クニール説 を 「魅力的な著書」 にあ る 「推論 であるが,た しかにもっともらし

い」説 と評 して引用 している。そ してモーガン は,黄 河 の大洪水 とな らんで末期の元

朝 をさらに窮地にお としいれた 自然災害 として,悪 疫,す なわ ち腺ペス トをあげてい

る。 なお,モ ーガン の翻訳書において訳者が 「中国におけ る悪疫を も黒死病 と判断す

るマ クニールの議論 はきわめて うさん くさい」 と注す るのは,誤 解を招 く恐れがあ る

か もしれない。マ クニールが,中 国史上記述の残 っている悪疫をすべて黒死病であ る

とす るならば,そ の判断は確かに うさん くさい。 だが,マ クニールの著書 の文中,な

らびに付録にあ る中国疫病年表 はそ うは言 ってお らず,「 疫病」 としてい るのである。

そのなかに ペス トが含 まれ るのはむ しろ当然 といえないだ ろ うか(モ ーガ ン1993:

137)。 言 いかたを変 えるならぽ,中 国史上の大規模悪疫 のなかに,黒 死病がなか った

とい う判断のほ うが もっと うさん くさい。 これは,ペ ス トの歴史を と りあつか った書

物 が,し ば しば聖 書の中にえがかれた大 きな疫病 の描写 をすべてペス トと して しまう

過誤,そ してそれへの性急な批判 と類似 してい るように見 うけ られる。

　 さて,こ の ときの大流行が中央 アジアに起 こった と先に述べたが,そ れはモンゴル

の空前の世界帝国建設 の過程 と密接 にかかわ りあ っていた。初発地 と拡散の プロセス

については,よ く知 られた2つ の説 があ る。

　 まず第1の 説 。1253年 か ら開始 されたモ ンゴル軍 の雲南 ・ピルマ遠征の際,そ れ と

知 らずモンゴル 軍 は,ペ ス ト菌 の原郷 と見な される ヒマラヤ地域 周辺へ と足を踏み入

れた。その結果,兵 のほ とん どが疫病に艶れ た とい う記録が残 され る惨憺た る遠征 と

なったのであ る。か くして軍 の帰還 とともに,ペ ス トはモンゴル の草原地帯へ と持 ち

こまれた。悪い ことには,モンゴル 草原には,ペ ス トの永続的な流行に不可欠の要素
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である野生の翻歯類が豊富に棲んでいた。中央アジアの草原地帯が永久的なペス トの

巣窟となったのは,実 にこのときのことであったと推測されているのである。これが,

はるばる西方に伝わるという推測。

　近頃有力なもう1つ の説は,中 央アジア,天 山山脈の西北にあたるセ ミレチエ地域

に原発したというもの。ペス ト史研究で名高いポリツァーがとなえる説である。ここ

から,東 のかた元朝治下の中国世界に伝播 して1320年 代後半から10年にも及ぶ大災厄

をひきおこし,他 方マー・ワラー・アンナフル(ア ム河とシル河に挟まれた地域)を 経

て西方に向かったものがヨーロッパの 「黒死病」惨害の契機 となったというのである。

この説では,東 から西へとペス トがはるばる移動するとい う 「壮大な」旅程は必要が

ない。通商を重視 したモンゴル 世界帝国体制下,東 西の交通路は整備され,「 パック

ス・モンゴリカ」(モンゴル の平和)と 呼ばれる状況が生まれ,未 曾有の人やものの流

れが実現する。今までほとんど人のたち入らなかった地方に,に わかに盛んな人の行

き来が見られるようになった。 しかもモンゴル 時代になって脚光をあびた最も主要な

通商路は,旧 来のタリム盆地の北 と南の縁辺部を通るルー トではなく,ず っと北方の,

いわゆる 「草原の路」であった。そしてその地域こそ,ユ ーラシアきっての野生の誓

歯類の棲息地域だったのである。

　 14世紀前半期ころは,歴 史に残された当時の世界のほとんどが,ま れにみる大規模

な天災地変に襲われていた。長期の寒冷期に代表される異常気象,洪 水,旱魃,地 震,

その結果 としての飢餓など,中 国で 「水旱疫蝿民儀」(『元史』)と表現される現象が

世界各地で見られたのである。乱暴ないいかたをすれぽ,ペ ス トやその他の疫病は,

過酷な災害の項 目の1つ にしかす ぎなかった(村 上陽一郎1983:56-70;マ クニール

1985:139--178;リ ュフィエ ・スールニア1988:102・-103)。

　 ペス トは,交 通手段が飛躍的に進歩 して,そ れまで見られなかったような頻度と速

度で人間が移動できるようになったとき,あ るいはまた戦争などで従来誰も立ちいっ

たことのない地域に人間の足跡が印されるようになった り,戦 乱を避ける難民が思い

がけない経路で逃避するなど,な んらかの事情で,人 間の往来がペス トの永久的な巣

窟地域にかかわったときに激発する。そのような条件が整ったとき,ペ ス トは,特 定

の地域において野生動物のあいだだけで流行す る疫病(epizootic)か ら,ヒ トをも餌

食にする恐ろしい致死の疫病(epidemic)に 移行するのである。

　 ペス トはモンゴル軍の遠征,そ してモンゴル世界帝国時期に,か つてないほ ど利用

された通商路 「草原の道」によって急速に拡散 された(2説 のいかんによっては,ペ

ス トの旅の距離に大 きな開きは出るが)。13世 紀の30年代か ら始まる恐ろしいまでの
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中国の人 口激減は,モ ンゴルの移動 と拡大,そ してそれによってもたらされた広汎な

動きが産み出したこの疫病によるものと考えられる。

　第3の,最 も新 しいパンデ ミックは19世紀後半,清 朝時代の中国から始まるもので,

主 としてアジア地域が被害を受けることになる。特にインドでは,20世 紀前半期だけ

で1千 万人をこえる犠牲者を出した。

　本書で詳しくとりあげる中国東北部,中 央ユーラシアの事例は,こ の大流行に属す

るものである。1850年 代に始ま り,お そらくは1959年 ごろに終わったといわれている

が,1世 紀に及ぶ大流行により,ア フリカとアジアに限られていたペス トの根拠地が

新大陸にも生まれることになった。

　 アメリカ合衆国においては,西 部の大草原地帯の齧歯動物の存在が,永 久的なペス

トの巣窟をアメリカに定着させることにな り,そ の国はペス ト発生の火種から逃れる

ことができなくなってしまった。中国で原発したペス トが,大 洋横断の性能を備えた

大型高速汽船によって新大陸に持ちこまれたからである。

　そもそも,こ の大流行は,1855年,清 朝軍が雲南の奥深 く 「回匪」を追って進軍 し

たことがきっかけとなった。有名な太平天国の大反乱と時期を同 じくして,西 北(甘

粛 ・陳西),新 彊,雲 南などでムス リムの大規模な蜂起があった。反乱が燃えさかっ

たのが同治年間であった ことから 「同治回乱」とよばれるものである。雲南には元朝

以来住み着いている多くのムス リムがいる。その人たちと漢族とのあいだで,と きに

「械闘」(武器を持って争 う)へ と拡大するような抗争が折にふれて起こっていた。

　 そんな状況のもと,鉱 産の利権をめ ぐって燃えあがった漢回の争いは,や がて,雲

南一帯に居住する少数民族をも一部まきこみながら,1855年 から実に18年 間にもわた

って雲南全体におよぶ大反乱へとエスカレートしたのであった。有名な指導者杜文秀

は,明 確に清朝打倒を呼号したのである。事態を重視 した清朝政府は,軍 隊を送 りこ

んで徹底的な弾圧を図る(神 戸1970)。

　 掃討作戦のため,清 軍はサルウィン河をこえたのだが,そ こは,イ ンド,中 国の境

界地帯で,古 くからよく知 られた ヒマラヤ方面から続くペス トの自然巣窟地帯であ り,

第2次 パンデ ミックの原発地域 と目される地でもあった。この地で清兵が感染してし

まい,帰 還 した兵たちが,戦 乱からのがれようとする難民とともに,各 地に流行の火

種をまきちらした。爆発的な流行がおこったのは,中 国南部の港湾都市にペス トが達

したときである。広東(広 州)で は,1884年 の前半だけで10万人の死者が,そ して近

傍の香港にも多くの避難民が流入 したこともあって10万人近 くの犠牲者を出した。2

つの大港湾都市には多くの外国人が居住 してお り,事 は国際問題 となった。か くて,
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多 くの専門家が国の別を問わず集まり,精 力的な防疫活動をくりひろげた。その際,

フランスのアレクサ ンドル・イェルサン と北里柴三郎が,そ れぞれ別個にペス ト菌を

発見するとい う大きな歴史的成果 もあった。

　さて,こ れら中国南部の大港湾都市に出入 りする船舶によって,ペ ス トは中国の諸

都市へ,さ らには先にも述べたように,外 国にも 「輸出」されることになって行 く。

　北に向かったペス トは,1899年 牛荘,1908年 唐山にはい りこみ,唐 山ではその年

1000人にも及ぼ うかという犠牲者が出た。次に述べる1910年 からの大流行は,北 方か

らの感染経路によるとい うのが通説 となっているが,そ れ とは別に,「満蒙」地域へ

は1899年 段階にはすでに山東省からペス トがもちこまれていた とする,在 北京フラン

ス公使館付医官マチノンのごとき説もある(豊 田1935:84)。20世 紀初頭,「 満蒙」

地域は,北 か ら南から,ま さにペス ト禍の包囲網下におかれていた観がある。

V[-3　 1910-・11年 以後 の 「満洲」地域 におけ るペ ス ト大流行,そ の後

　1910(明 治43)年10月 下旬,当 時のロシア東清鉄道の満洲里駅付近で最初に発見さ

れたペス トは,僚 原の火のような勢いでまたた く問に南下 し,の ちに恐ろしい肺ペス

トとなって翌年まで狙獄をきわめた。ザバイカル地方で腺ペス トの流行が起こり,そ

こから満洲里にやってきた2人 の狩人が喀血 して死んだのが初発であった。

　発見間なしに吟爾賓市の内部に入 りこんだペス トは,あ らたに建設されたばか りの

鉄道によって急速に周辺に広がっていった。巨視的に見れぽ第3次 のパンデ ミックに

属するこの大流行に より,記 録にとどめられただけでも約5万 人以上の人たちが死亡

した(関 東都督府臨時防疫部1912)。

　ちょうどその時期は春節とあって,主 として山東 ・直隷(河 北)両 省出身の出稼ぎ

「苦力」や農民が里帰 りのため一斉に南下した。その総数20万 人ともいわれる大移動

である。その途上で発病 した者が数多 く,結 果として東三省全域はいうに及ばず,華

北各地にペス トが撒布されることとなったのである。総 じて,犠 牲者のほとんどが,

その日の宿さえおぼつかない中国域内から出稼ぎに来ていた貧困な階層に属する人た

ちであったため,統 計にす くいあげられることなく人知れず死んでいった者も多かっ

たと想像され,実 際の死亡者数は大きくこれを上回るといわれている。

　 1911(明治44)年,東 三省総理衙門所在地である奉天(現 藩陽)に 委員組織の臨時

防疫部が設置され,世 界中から専門家を召集 し,衆 知を結集して,肺 ペス ト防遇にあ

たることとなった。

　 このときには,ペ ス ト菌の発見者の一人である北里柴三郎も駆けつけ,ペ ス ト流行
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に ともなって広が る流言蛮語や社会不安に対抗すべ く,啓 蒙活動 などに尽力 している。

　次の大流行は1920年 か ら始 まった。1920年 夏,ザ バ イカル方面 に起 こった腺ペス ト

が南下,8月 末,満 洲里近郊で ロシア人少女2人 が発症 したのが皮切 りであった。

　 9月 下旬には海拉爾 でタルバ ガン猟師 の間にペス トのよ うな症状が発生,19名 が死

亡する。そ して秋10月 は じめにな って,同 地 の毛皮工場 でペス トが発生 した のである。

1ヶ 月で肺ペ ス トに姿を変 え,鉄 道沿線各地に広 が り,結 局終息 までに8500人 以上 の

死者を出 して しまった。

　 また1927年 か らの通遼 を中心 とする流行 では,500人 規 模 の犠牲者 を出 した。張作

森が,モンゴル 人懐柔 のために招いた ともいわれ ていた パ ンチ ェン・ラマの ダルハン

王府巡錫が契機であ った。そ の一行,な らびに付 きしたが う多 くの信者た ちに まぎれ

て,ペ ス トももた らされ た ともいわれている。その一大集団 のなかには,同 地へ到着

す る以前,す でに多 くの死亡者が出ていた とい う(Wu　 1929:283-288)。

　 1932年,そ の地 に,日 本の大陸侵略に よって偲儘 国家 「満洲国」が 出現 してか らも,

ペ ス トは毎年やすむ ことな く襲いかかる。

　発生範囲は,「 満洲国」下 の5省(吉 林 ・龍 江 ・奉天 ・熱河 ・興安)23県 旗 に も及

んだ。その うち患者が特 に多 く発生 した年だけをあげて も,1933年 の約1596人,1934

年 の928人,1938年 の674人,1939年 の637人,1940年 の2548人,1941年 の705人,1942

年 の879人,1943年 の1963人 な ど,い かにその脅威 が大 きく,ま た広い地域 に及んだ

かを十分 に うかがわせる(春 日1986:29-30)。

　 終戦 の年 であ る1945年 に も統計上記録は されていないが,5月 か ら8月 にかけて大

流行があった とされ,8月15日 の終戦以降,新 京,奉 天 にも侵入 していた とい う。

　 「満洲 国」時代には,「 満洲 国」 と満鉄が手分け して防疫 にあた り,前 者は農安県,

後 者は通遼県にそれぞれ ペス ト調査所 を開設,そ の下部組織 として,交 通 の要所11ヶ

所に隔離所,そ のほかの要地 に9ヶ 所 の監視所を置 いて,警 戒をお こなった。 しか し

広大な流行地域のすみずみ に 目を届かせ ることは困難 で,そ の奮闘 にも限度があ った。

　 ヒ トの動 きが活発であれば あるほ ど,ま た交通手段 が発達すればするほ ど,い った

ん発生 したペス トは蔓延 の勢 いを増す。 まして,1910,1921年 の2つ の場合は,肺 ペ

ス トとなったため,ノ ミや媒介獣である齧歯 類の動物 がいな くて も,感 染者 の移動 ・

接触 に よって拡散 するのであるか らまこ とに恐ろ しい。 自由な意思を もって動 きまわ

るヒ トと,棲 息地がおおむね定 まっている野生動物 とでは,防 疫措置 として とりうる

手段の面 で全然事 情がちが って くる。
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　Ⅳ-4媒 介動物 としてのタルバガン

　ペス トは,ヒ トが感染するまでの段階において,感 染源やその経路などが,人 間社

会とかけ離れた場所にある伝染病なので,い つどのように現れて,ど の時点で消滅 し

たのか,明 瞭でないことが多い。それゆえ,ペ ス ト流行の一つ一つのプロセスを明確

に把握するのが非常に困難なことも否めない。そ うした曖昧さを残さざるをえない背

景もあって,こ こで話題にあげるタルバガンがペス トを媒介するという説には異論も

ある。

　タルバガンに対する異論の起こりには,い ささかこみいった事情があった。より正

確に言 うならば,タ ルバガン毛皮の大産地,ロ シア側のお家の事情である。

　1910-11年,東 三省地域に暴威をふるった肺ペス ト大流行に対 して,総 合的な調査

図5　 「満州国」のペス ト病巣地(春 日1986)よ り引用。
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をお こな うべ く,万 国ペス ト会議(International　 Plague　 Conference)と 称 す る国際

的な防疫研究組織 が設立 された。前記北里柴三郎 の奉天入 りもこの会議の委員 として

であ った。奉天で開かれた この会議 においては,古 来広 く信 じられ ていた タルバ ガ ン

か らペス トが広が りは じめ るとい う説 が大勢を 占めたが,こ の とき ロシア側委 員は強

硬に反論 を唱えつづけた。ペ ス トが ロシアのタルバガ ン猟師か ら流行が広が りは じめ

た とい う説 を,「 明確 ナ証明ナキ ヲ以 テ之 ヲ認 ムル能・・ス」と批判 し,1898年 以 降 「満

蒙」地域 には地方病 として発生 してい るのであ り,強 いてタルバガン と結びつけ る必

要は ない と断 じた のであ る。

　 その ときの調査 では,確 か に 「明確 な証 明」 の材料 はな く,1911(明 治44)年4月

3日 か ら同20日 までほ とんど毎 日開かれた この会議 での決議(1及3部 決議)は,次

の ような奥歯に物 のはさまった ようなもの となる。

一　露国医界ニテハ 「タルバカン」ニー種ノ伝染病流行シ 「ペス ト」二類似スルモ果タ

　 シテ真正 「ペスト」ナリヤ未タ細菌学的証左ナシ

ニ　今回ノ 「ペス ト」カ 「タルバカン」 ヨリ伝染シタルモノナリヤハ確実ノ証拠ナシト

　錐モ 「タルバカン」病力満洲里 「トランスバイカル」及北東蒙古地方二於ケル 「ペス

　 ト」 ト密接ノ関係アルモノノ如 ク今回 ノ肺 「ペス ト」モ之二原因シタルモノト推定シ

　得ヘシ

(中略)

六　誓歯動物間二伝染病発生 ノ場合其発見二努ムル ト共二速二之ヲ調査 二提出セシムヘ

　キ方法 ヲ講セサルヘカラス

(中略)

八　季節ヲ見計ヒ研究員ヲ満洲里地方二派シ 「タルバカン」捕獲隊ヲ組織スヘシ

(後略)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(関東都督府臨時防疫部1912:367-368)

　 タルバ ガン原因説に反対 しているのは ロシア代表であ るとい うこと,ヒ トの世界で

のペ ス ト流行にタルバ ガンが深 く関わ っている とい うことは否定 できないこ と,も っ

てまわ った文面 ではあるが,こ の2点 だけは明確 に伝わ って くる。中国側 のスタ ッフ

として,研 究会議 において主導的役割を果た した伍連徳博士 も,当 初 タルバガン 原 因

説 にまっこ うか ら反対 していたが,の ち事実上撤 回す るにいた る。

　 1910年 の夏,ザ バ イカル地域 に起 こった タル・ミガン ・ペス トに起 因す る腺ベ ス トの

流行が発生 し,一 大肺 ペス ト禍へ とエスカ レー トして行 く。 これが,前 記決議 に もか
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かわ らず,普 通に考 え られ ていた経路で あった(豊 田1928:463)。 そ うした考 えに

したがえば,そ の年 の10月,満 洲里にや って きた中国人猟 師2人 が喀血 して死亡 した

のが,把 握 され た限 りにおける初発であ った と。

　 日本側 のこの ときの公式記録 は,『 明治 四十三,四 年 「ペ ス ト」流行誌』 であ るが,

同 報告書は この決議 を掲載 した個所にお いて,「 従テ今次流行 セ シ病毒 ノ起源 ノ何 レ

ニアルカバ寧 ロ問 フヲ要セサル所 ナルヘ シ」 と文を結んでいる。

　 また同書 とともに,「 尚能 ク文筆 ノ尽 クス能ハサルモノア リ。百 聞一見 二如 カス。

乃チ本帖 ヲ編纂附録 スル コ トトナセ リ」 とい う序文 を付 したr明 治四十三,四 年南満

洲 「ペス ト」流行誌 附録写真帖』 も同時刊行 された。 この写真帖 には,防 疫の最前線

における遺体処理のあ りさまな ど,凄 惨 な情景が数多 く収録 されていた。 このr写 真

帖』 の冒頭 の3図 は,い ずれ も 「北 満地 方 二産 スルrタ ルバ ガン 』」 と題 され たB5

判 全頁大のタルバ ガン の 「肖像写真」 である。ペス ト学 の世界的権威が一堂に会 して

検討 した結果 を収録 した報告書 アルバムの,そ れ も冒頭 に複数葉,タ ルバ ガン の図が

掲げ られているこ とは,学 者たちの見通 しがいずれにあ るのかを雄弁に物語 っている。

　 1920-21年 の ペス ト流行に際 しては,ほ ん の10年 前 の大災禍の際の貴重な経験,研

究成果をふ まえ,満 鉄衛生課長鶴見三三博士 らは 「疫学的観察」 と して 「今回知 リ得

タル事実 二鑑 ミ 『タ ラバ ガン』 ハ之 二関係アルモノノ如 シ,換 言 セハ 『タ ラバ ガン 』

族間 二於 ケル本流行 ハ,人 類 ノン レニ先 タツモ ノ ト思考 ス」 と結論 している(満 鉄地

方部衛生課1923:57)。

　 それぼか りではない。のちに,東 三省地域 に続発す るペス ト禍 に対抗すべ く,東 三

省 防疫事務総 処 とい う組 織がつ くられたが,そ こで刊行 された1%渤Manchurian

Plague　Prevention　 Service　RePorts(『 東 三省防疫事務総処報告大全書』伍連徳編)と い

う年次報告書叢書の,表 紙の四隅に配置 され た円形のなかにデザイン され ているのは,

漢 字 で 「旱獺」,モ ンゴル字 でrtarbaγa」,タ ルパ ガンの姿 の絵,そ れ にペ ス ト菌 の

写 生である。専門家たちによる名指 しの,念 入 りな,タ ルバ ガン に対す る 「告発」で

あ る。

　 こ うした論議が背景にあっての ことだろ うが,斉 斉吟爾 においては,1921年 か ら25

年 まで,タ ルパ ガン の捕獲 およびその毛皮 の運搬,売 買を禁 じる措置が とられた。 も

っともこの禁令 も,東 支鉄道沿線に しか適用が及ぼなか った。 タルバガ ン毛皮の売買

に従事す る人 たちは,抜 け 目な く張家 口経 由で中国へ,ま た北モンゴル の ウラン バ ー

トルを経て ロシアへ送 るな ど,他 方面へ と流通経路を き りかえて対抗 したので実効は

あま りあが らなか った(Lukashkin　 l938:72-73)。
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図6　 タルバガン[右 上:モンゴル 文字,左 上:漢 字,右 下:図 像]の デザイン。左下はペス

　　　ト菌。(京都大学付属図書館所蔵本)

　 タルバ ガンに対す る研究がそれ までほ とんど見 られなか った とい うことが,こ うし

た不明瞭 さの背景にあ ったこ ともいなめない。皮肉な ことではあ るが,タ ルバ ガン に

つ いての動物学的 ・疫学 的研究が最 も精 力的 におこなわれ,さ まざまな知見を得 るこ

とがで きたのは,ま さに第3次 パン デ ミックに付随 してのこ とだ った。

　特に ロシアにお いては,1910年 の 「満洲」 におけ る大流行以前か ら,各 地 でペ ス ト

の流行があ り,野生 の詔歯類研 究については一 歩抜 きん でた経験 を持 ちあわせていた。

　 もともと中央 ユーラシアー帯 の原野にはペ ス トの散発が見 られたか らであ り,そ れ

らの地域 の大半が ロシア領であ ったか らであ る。た とえば,1877-79年 に は カス ピ海

沿岸のバ クー,ア ス トラバン,ボ ルガ下流地域 な どで流行を見た(春 日1986:25-26)。

また東方では,ザ バイ カル地方が,1910-11年,1920-21年 の 「満洲」における大流行

の発源地 とも考え られ ていた ことはすでに述べた とお りであ る。その ロシア(ン 連)

が,タ ルバ ガンへ の 「責任」追 求に積極的でなかった とい うことの意味は小 さ くない。

　だが,状 況は時代の推移 とともに変化す る。ン 連 のペス ト研究がその知見を 明らか

にす るようにな ったのである。1965年,ン 連でWHO主 催 のペス ト・セ ミナーが行わ

れ,そ の席 でン 連の研究者が発表 した ところに よると,同 国 内には10ヶ 所 の比較的独
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立 したペス ト病巣地域 がある。 その分布は,全 体 と して,ア ゼルバイ ジャンか ら中国

東北地方 までの広い地域に及ぶ が,そ の うち菌保有動物 としてタルバ ガン の役割が名

指 しされているのは,

　 ① カザ フスタ ンとキルギスの境界地域の天山山脈(な お ここは中国の新彊地域 の病

　　巣地 と関係があろ う)。

　② ア レイ渓谷及びパ ミール地域。

　③ モン ゴ リア,中 国の ダライ ノール北方お よびシベ リアの接壌地域にあ るザバイカ

　　ル地方。

　 などの諸病巣地域についてである。 タルバ ガンの棲息 している地域のほ とん どが,

ペ ス トの病巣地 と目されている ことにな る(春 日1986:26-27)。

　 1910年 か らのペ ス ト大流行の発端は,最 初 タルバ ガ ンのあいだの流行病であ ったの

が,タ ルバ ガ ン猟師へ と伝染 し,そ れが 「ヒ ト・ペス ト」 となる契機 だ った と一般 に

いわれてい る。 ルカーシキン に よれぽ,ザ バイカル,モンゴル,フ ル ンボイルな どの

地域 においてペス トの被害を受けた者 は,タ ルバガン の疫病にかか った タルバ ガンの

生皮 を剥 いだか,そ の脂肪部分 を切 りとったか,あ るいはその肉を食べたか,こ の3

つ のいずれかのプ ロセスにかかわ っているとい う(ル カーシキ ン1937:71)。

　 1910年 か らの大流行 に先だ って起 こった,こ うした症例が いくつか知 られてい る。

　 1906年 夏,ザ バ イカル地域の アボカイツユー一帯では死 んだ タルパ ガンが非常に多 く

見られ,在 地の住人た ちはそれに接触す ることを極度 に警戒 していた とい う。折 りも

お り,9月 下旬,1人 の健康な コサ ックが死んだ タルバ ガン の肉を食べ て発症 し,数

日に して死亡する。 この者にかかわ りをもった8人 が感染 し,や は り死亡す る。すべ

て肺 ペス トであ った(関 東都督府臨時防疫部1912:290-291)。

　 1907年 には,タ ルパ ガ ン猟めあてに新た に移 り住んで きた コサ ック猟 師の一家が犠

牲 となっている。 その コサ ックは,病 気 のよ うに見える著 しく衰弱 した1匹 のタルバ

ガン を捕 らえて きた。彼は,こ の地に長 く住む老人の忠告 を無視 して,タ ルバ ガ ンの

毛皮を剥 いだ。 さす がに肉を食 うことは思 いとどまって,13歳 に な る少女 マ トゥレナ

・フィ リッボアに野外へ捨 てに行かせ る
。その少女は裸足で,タ ルバ ガン の死体を携

えて,草 をふみわけ草原に捨 てにい った とい う。少女は左 くるぶ しに擦過傷 を負 って

いた。翌 日少女の左股腺が腫れは じめ,や がて顕著なペス ト症状を示 し,発 病後治療

のため送 られた満洲里の病院 において,11日 に して少女 は死亡 して しま う。 この よう

な前兆めいた出来事があ り,1910年 か らの大流行が起 こるのである(関 東都督府臨時

防疫部1912:291;ル カー シキン1937:80-81)。
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　そ うしたプ ロセスは,実 は,そ の地域 では,古 くか ら何度 も見 られた現象であ った。

い くつか例をあげてみ よ う。1893(光 緒19)年,ハ ラノールにおいてイ タムチ ェプと

い うモ ンゴル人の タルバ ガン猟師は,病 気 のタルバ ガン を捕 らえ,し か もその肉を食

べた。そ の結果,猟 師は死亡 し,そ の家族 も犠牲 とな った。感染は近隣の30家 族 に広

が り,総 計数百人が犠牲 となった。1905(光 緒31)年,マ ラカタラにお いて,チン チ

ェン とい うモ ンゴル人 タルバ ガン 猟師 も,罹 病 してい るタルパガン を捕 らえその肉を

食べて死 んだ。20人 以上 が感染 して死んだが,他 の近隣の人はあわてて逃げたので,

さ らな る拡散 はなか った(Ch'eng　 Teh　Yun　 Chai　 1926:108)。 判 で押 した よ うな決 ま

った プロセスをたどって悲劇が起 きてい る。

　新彊地域 においても,似 た ようなケースは見 られ る。新彊維吾爾 自治区棺案局の棺

案には,1901(光 緒27)年,1914(中 華 民国3)年,焉 納斯,呼 図壁 において 「鼠疫」

が流行 した とある。 いずれの ヶ一スも,牧 童が死 んだ タルバ ガン を拾 って きて,皮 を

剥いだ りして一両 日の うちに発病 し,数 日で死んでいる。光緒27年 の流行は50日 あ ま

り続 き,200人 以 上が死亡,民 国3年 には半 月ほ ど続 いて60人 ほ どが犠牲 とな った と

伝 えてい る。病んだ,あ るいは死 んだ タルバ ガンに手 を出 したゆ えの悲劇 であ ること

が,今 となってはは っき りとわか る(衰1994:1520,1521)。

　 現代 のモ ンゴルにおいても,ペ ス トは依然 と して発生 し,そ の地 の人たちに恐れ ら

れ ている。紀行文 や報道 などか らひろいあげてみ よ う。

　 1990年 夏,モンゴル 国の西端に位置す るバ ヤン ・ウルギー・アイマ クの ウ リヤン ハイ

族 の宿営地を ジープで訪 れたテ ィム・セ ヴェリン の一行は,た また ま巣穴 のそば で死

にかけた タルバ ガン を発 見 した。セ ヴェリンは,同 乗 の医者 の驚愕ぶ りと,そ のあ と

のあわただ しい対処を まのあた りにす る。 くだんの医老は同乗者 に厳 しく注意 し,自

分の 口と鼻 をハ ンカチでお さえ,す ぐに車 を移動 させ,近 くにいた牧民に今見た光景

を説 明 してや った。す ると牧民た ちは,た だちに馬群を タルバガン の巣穴 か ら遠 ざけ

た とい う。 その場所近辺の ウ リヤ ンハイの人 が,谷 で小 さい詔歯類が死んでいるのを

見ていた ことも明らか とな る。

　 首都に帰 ってす ぐに,セ ヴェ リンとこの医者 は厚生大臣に会い,こ の事件 を報告す

る。その際,彼 らは医師で もある ニャムダワー大 臣か ら,モンゴル のペス ト事情 につ

いて レクチ ャーを うけた。実は,そ の前の月に も,こ んな事件があった とい う。

　 あ る牧 民の子が,イ ヌの とらえてきた タルバ ガ ンで遊んでいた。父親は毛皮 を得 よ

うと,そ の タルバガン の皮を剥いだ。一週間ほ どた って,家 族の何人かが高熱 と頭痛

に苦 しめ られだ した。けれ ども,そ のときは タルパガン の禁猟期間中だ ったので,一
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家は問題を起 こすのを恐れて発病を報告しなかった。そ こには他に3軒 のゲルがあっ

たが,す ぐに病気は広が り,全 部で15人 の住人のうち,11人 が感染 し,5人 が死亡 し

たとい うのである(セ ヴェリン1994:309-329)。

　モンゴル の新聞 『アルディン・エルフ』が伝えるところによれば,1993年,「 タルバ

ガンによる伝染病」は,前 年比50%の 増加を示 した。すなわち,6つ のアイマクにお

いて19人が発病 し,7人 が死んだ。発病者のうち,タ ルバガンから伝染した者が13人,

他は人か ら感染 した という。罹病者 と接触 した可能性のある686人 が特別の治療を受

け,1700名 もの人が観察下におかれた。

　 1995年 夏には,ゴ ビ・アルタイ県でタルバガン伝染病(ペ ス ト)発 生の兆候が発見

された。国立衛生微生物疫学研究所は,た だちに兆候のある患者について厳重に調査

した。結局それはペス トと判明するが,結 論が出るまでの灰色の期間,同 県への飛行

機の航行,車 両通行がさし止められた。また検査結果が出ないまま首都方面に向かっ

た人たちは伝染病 クリニヅクおよび自然病原性疾病対策セン ターに よって隔離され

た。ペス トが発生したことが確認されると,こ の措置は解かれ,か わって飛行場,沿

道での医師による厳重なチェックがおこなわれた。モンゴル には,発 生した事態に即

応できる体制が設定されていることを窺わせる事実経過である(『アルディン・エルフ』

1995年9月14,15日)。

　 1996年8月 にも,ゴ ビ・アルタイ・アイマクのジャルガラン村で,ペ ス トと思われる

伝染病が発生 している。罹病 した少年の腋の下の リンパ腺が大きく腫れ,き わめて悪

い状態にある。アイマクの医療関係者によれぽ,こ れは腺ペス トである。この患者 と

接触 した26名 は隔離されているとのこと。同月,同 アイマクのハウリン村から首都 ウ

ラーンパー トルの伝染病研究所に入った報告によれぽ,肺 ペス トで1人 が死んだ疑い

があるとのこと。隔離後に死亡 したもの。ただちに首都から研究所のスタッフが同地

へ調査に赴いたという(石 原1996:3)。

　 さて先にも述べたセヴェリンへの厚生大臣の説明によれぽ,モ ンゴル国の国土の約

6割 がペス ト菌の 「自然貯蔵庫」になってお り,そ の中に人間が発病 した個所が点々

と散在 しているという。モンゴル には,ペ ス トを媒介する蓄歯動物が無数に存在 し,

疫病は巣穴から巣穴へと移動感染するので,ペ ス トを絶滅させることはほとんど不可

能であると。

　 厚生省はペス ト防止のため,夏 のペス ト流行期にさきだって,以 前この疫病が発生

したことのある地域に行って齧歯動物を捕 らえ,ペ ス ト菌の有無を調べる。保菌動物

がいれば,地 方当局を通してタルパガン猟を禁止する。できることと言えぽ,せ いぜ
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いそのくらいである。だが国土はあまりに広 く,調 査スタッフの数にはおのず と限 り

がある。だから,け っして十分とはいえないこの措置すら,徹 底厳守 されるにはほど

遠いという。しかも,社 会主義体制時期のモンゴル にあっては,ペ ス トはそれが国内

に存在することす ら公には認められてはいなか ったという。「人民の健康に関 して長

年努力 してきた」この国に,そ のような病気が残っているはずはないというわけだ。

ペス トなどいちはや く克服 したとい う建前が通用 していたのである。 しか し,そ んな

恐 るべき状況があったとい うことが公然 と語られるようになったこと自体は,大 きな

前進 と評すべきなのかもしれない(セ ヴェリン1994:322)。

W-5モ ンゴル におけ るタルバ ガ ン狩 りの知 恵

　先に述べた,大 濫獲とも評すべ き,ほ ぼ20世紀に入ってからの情勢以前においては,

モンゴルの牧民たちの間では,タ ルバガン狩猟に際しては,神 話や伝承 というかたち

で,お のずからなる規制が行われていた。そ してそれは,疫 学的観点からしても,実

に適切と思われる掟となっていた。

　 タルバガンの死にかたが不分明な場合が多い罠の使用をいましめあう。先にあげた,

燥 しだ したタルバガンを回収せずに放置することを禁 じた18世 紀初頭のモンゴル 法令

も,死 亡に至る経過がわからない死体を残すのを恐れて設けられた規制であるという

見方もできる。眼前にいる個体の状態を,よ く確認 した上でなければ狩猟に着手 しな

い。あるいはできるだけ射殺 し,そ の場で獲物を回収できるようにする(ル カーシキ

ン1937:82-83)。

　また,動 作の鈍いも㊧や,警 戒心の見られないもの,群 から離れている個体は危険

である。先述 したまことに奇妙かつ迂遠 ともいえる狩猟法も,こ うした状況を十分に

確認できるという利点は備えている。

　さて,ペ ス トに罹ったタルバガンは,食 事をとらず,鳴 き声をあげず,こ の動物独

特の後ろ脚で立つとい う動作 もしない。またペス トに罹ったタルバガンの眼は,乳 白

色を呈 している(そ して恐 らくはそのような段階では視力を失 っている)と もいわれ

る。ザバイカルで採集されたペス トにおかされたタルバガンは,ま わ りの様子もよく

見えないような状態で,後 肢が麻痺でもしているように,ひ きず っていて,両 目も濁

っていた(ル カーシキ ン1937:71)。 罹病 した個体は,み ずからの巣を離れる,あ る

いは同 じ巣穴に棲む仲間たちが,た だちにその哀れなタルバガンを巣穴の外へと追い

やってしまうといわれている。また猟師が巣穴に近づいてきたとき,健 康なタルバガ

ンは,カ チカチと2,3回,は っきり聞こえるような鋭い歯音をたてて,穴 のなかに
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姿を消すのだが,音 を立てずにひっこんだ り動作が鈍いのは病気と判断するのだとも

いう(ラ ムステッド1992:76)。

　ある個体にとどまらず,群全体の様子が普通でないと見受けられるようなときには,

集団ごと疫病にかかっているケースが考えられる。そ うした場合,当 然のことながら,

実に容易に,ま たたくさん捕獲できるわけであるが,ペ ス ト罹病の危険を考慮し,あ

えてその場からなるべ く急いで離れるべきである。つま り,生 きのよいタルバガンを

視認に して銃で射殺するかぎり,そ してハン ター側に最低限の常識一 つまり疫病に

かかったタルパガンは捕獲 しないという一 さえあれば,人 間社会にペス トの原因が

もちこまれる危険性は低 くおさえられるといえる。だが,生 前の状態が視認できない,

罠猟,毒 殺,さ らには,な んらかの理由ですでに死んでいるタルバガンの死屍を採取

するような方法では,捕 獲時におけるこうしたチェックは当然なしえない。

　先の民話にもあった,タ ルバガンの肉を食べる際,脇 の下の部分を取 りのけるなら

わ しも,腋 窩部のリンパ節が腫大する典型的なペス トの病型を経験的に知っているか

らこそである。この点については,ラ ムステッドも言及 してお り,「モンゴル 人はタ

ルバガンのわきの下を入念に調べて,前 脚の付根に,モ ンゴル人が 『人殺 し』と呼ぶ

腫物が見つかったら,そ の獲物は決してつかわない。しかし中には卑劣漢がいて,病

気のタルバガンの皮を剥ぎ,た った3カ ペイカの儲けのために何も知 らない商人に売

りつけることがある。たった1匹 分の皮が,中 国人やロシア人の間に死病の恐怖をま

き散らすこともできる」と,慨 嘆している。なお,ラ ムステッドは,そ の前脚の付根

の部分にあるピンク色の肉を,「人殺 し」と言ったかどうかは未詳だと注で特記して

いる(ラ ムステッド1992:77)。1929年 当時,ザ バイカルのロシア人猟師は,モ ンゴ

ル人のいましめの伝承をよく知ってお り,そ れに従って,タ ルバガンを食用 とすると

きには腋下の腺を必ず切除 していたという(ル カーシキン1937:43)。

　致死の疫病が発生してしまった場合,そ の地の人たちにできる防衛手段は,そ れを

拡散 しないこと,そ してそれ以前の心がけ として,伝 承などによって得た用心のため

の手だてをつくして,自 分は決 して罹病 しないようにすることくらいであった。

　たとえぽモンゴルの習慣 として広く知 られている,他家を訪問した際の最初の挨拶,

イヌを見て くれ,あ るいは,イ ヌをつなぎ止めて くれ,と い う呼びかけには,次 のよ

うな意味があるともいう。その声に答えてゲルから住人が出てくれぽよし,も し出て

こなければ,ふ つうは留守だと判断される。だが,も しかすると,ゲ ルの内部で住人

が死の床にあった り,既 に息絶えていた りする可能性もあるではないか。そんななか

に入って行 くのは,明 らかに自殺行為である。だから,呼 びかけに応える者がなけれ
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ば,馬 か らお りな いとい うな らわ しがで きた のだ と(セ ヴェ リン1994:319)。

　 こ うした慣習 でよ く知 られているのは,疫 病 に襲われた者 がでた さいに,標 識を出

してその事実を周辺の人たちに知 らせ るとい う措置 である(ジ グム ド1991:80)。 モ

ンゴル語で タブーを意味す る ツェール(6eger,「 禁 忌」「禁制」の意(内 蒙大蒙語研

1976:1220))と い うのがその標識 で,古 くは13世 紀 モンゴルを訪 れた プラノ=カ ル

ピニの ヨハン は次の ようにい う。病人が危篤状態 となると,そ のゲルの上に黒い フェ

ル トを巻 いた槍を さしてお く。す ると誰 もその ゲルには近づかない と(カ ル ピニ ・ル

ブル ク1965:15)。 やや のち,や は りヨー ロッパか らの旅行者ル プル クの ウィ リアム

も,ゲ ルの上の標識のある家 には看護人以外 の人は出入 りが禁 じられていると言い,

さ らに 「大 きい本営に病人が出 ると,そ の本営の まわ りにかな り離 れて見張 りを立 て,

そ の境界線以内へは誰ひ と りいれ ません」 と,同 様な記録 を残 してい る(カ ル ピニ ・

ルブルク1965:155-156)。

　 また,タ ルバ ガ ンが豊猟なのは,ペ ス トがその動物 の間に蔓延 してい るか もしれ な

い ことを意味す る。細心の注意が必要であ る。 こうした知恵,す なわ ち慣習的な規制

措置 は,そ の地 の人たちを,目 の前 にあ るペス トの危険か らかな り効果的に護 ったの

である。

　 この ような視点か ら見 る と,と りわけ大 きな問題 となるのは,そ うした長年にわた

って蓄積 されて きた 「知恵」を知 らない,外 部か らや ってきた捕殺者 である。彼 らに

とっては,目 当ての タルバ ガ ンが病気であろ うがなかろ うが,そ んな ことは眼中には

ない。現地 の人か らの制止を受けた としても,聞 きいれる者 は稀 であ ったろ う。それ

は,在 地 のハン ターたちが伝承 して きた,経 験則に もとつ く貴重 な防御手段 が,事 実

上,絶 え ることを意味 した。 なるべ く多 くの毛皮を得 よ うと,罠 で捕 りまくる連 中に

とっては,病 気 で倒れた ものであろ うが,瀕 死 の状態 でさまよっているものであろ う

が,1匹 の獲物は1枚 の毛皮 である。む しろ手間 いらずで捕 らえるこ とので きた幸運

な獲物 とい うことで,喜 んで手に したのであろ う(Nathan　 l967:2)。

　 1923(大 正12)年 以来,革 命後 も庫倫 で唯一 の私営病院 を開 き,現 地 のモンゴル 人

たちか ら深い信頼を得ていた岐阜県出身の医師児島岩太郎は,革 命後 もそ の街にいた

最後 の 日本人 とな っていた。 当時,す でに ウラ ンバー トルと改称 されていたその街 か

ら結 局 「脱出」した児島の証言に よれぽ,1929年 末 以降,人 民の武器携行が禁 じられ・

銃器 に よ って タルバ ガ ンを捕 る こ とさえ で きな くな って し まった とい う(小 川

1930:76)。1927年 か ら,タ ルパ ガンが 「法律を以 って」保護 され るよ うにな り,最

大 の群棲 地い くつかを全面 的禁猟 区とし,猟 期 も8月20日 か ら1ヶ 月間 と定 め,銃 猟
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以外の狩猟手段を禁 じていた(ル カーシキン1937:88)。

　だか ら29年末の禁止措置は,タ ルバガン・ハンターにとっては,そ れが唯一一の猟法

であったことから,激 甚な打撃がもたらされたのである。銃によるタルバガン狩猟者

たちは,取 り締まる側から見れぽ,銃 器所持層として無視 しがたい集団として認識さ

れていたことがわかる。銃を使用するタルバガン狩猟者だけでも相当な人数がいたこ

とが窺えようが,い わんや,そ の他の一般的な猟法をなす人たちは,お びただしく存

在 したことも容易に想像できる。

　そして,防 疫 とい う観点からこの事態を見るならぽ,や っかいな出来事が生起する

可能性はずっと高まることになる。すなわち,銃 猟の可能性が閉ざされると,い きお

い罠猟が普遍的におこなわれざるをえない。猟師たちは,タ ルバガンの群棲地にたく

さんの罠をしかけ,定 期的に見まわ り,う まく罠にかかったタルパガンがあれば,そ

れを回収するというスタイルが日常化するわけである。すべての場合,罠 にかかって

ジタバタしているタルバガンを回収する結果に終るとはかぎらない。点検時にすでに

死んでいた個体も少なか らずあろ う。そうすると,そ れが生前 「生きのよい」健康な

タルバガンだったのか,そ うでないのか,最 悪の場合には動物間流行の段階のペス ト

にかか り,臆 躁として俳徊するあいだに罠におちたものもいたかもしれない。

　 ある程度は,外 見,た とえぽ肥痩の度合や毛つやなど,判 断する要素はあるかもし

れないが,そ れにはタルバガン・ハンターとしてのある程度の熟練が不可欠だ。外来

のにわか猟師の力量には,狩 猟技術だけでなく,そ の種の関連知識の面でも,お のず

と限度がある。金になるタルバガンの皮,そ れ しか 目に入らない者たちにとって,在

地の人たちの配慮など,関 心事ではあ りえない。そのまま看過 して,あ るいは気がつ

いていたとしてもその危険性をぽ無視 してしまい,皮 をはぎ,肉 を食べ,そ の過程で

ヒトの間にペス ト菌が侵入する場合 もあろう。

W　 終章　 タルバガ ンの不幸

　さて,上 に見てきたように,タ ルバガンは,人 の社会と密接なつなが りをもつ野生

動物である。モンゴル 牧民によって,深 刻な体験にもとつく慎重な配慮のもとに,自

家消費的に捕殺されていた事態が一変し,19世 紀末頃からロシア市場で,ま た20世紀

初頭からはヨーロッパ市場において,毛 皮資源 としての新しい価値が見出されるや,

大濫獲の憂 き目をこうむるようになった。ヒトが,タ ルバガンの属する(野 生の)世

界に深 く関わってしまったため,野 生の世界(だ け)に おいて,タ ルバガンの間に伝
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え られ てきた流行病(Tarbaγan　 taqal)が,ヒ ト社会に もYersin　ia　Pestisと して伝播

し,激 甚 な災厄が現出す ることとな った。 ヒ トが生態系に関与 した ときに,受 け るか

もしれ ない最 も手ひ どい復讐が加え られた と言 うべ きか。 ヒ トと野生 の区画が峻別 さ

れていれば起 こらなか った事態で,そ の境界線を踏 み こえ るのは常 に ヒ トのほ うであ

った。

　 「元 凶の」動物は,タ ルバ ガンでな くてもよか った。Yersinia　 Pestisの 運 び屋 とな

る可能性そ のものは,実 に多 くの野生動物が もっているのであ るが,た また まタルバ

ガンが,大 きな体躯 と,有 用な毛皮を備 えてお り,し か も狩猟 しやす い棲息形 態を も

っていたこ とが,ヒ トとが っち りと結 びつけ られ る契機 とな り,こ こで述べた よ うな

タルバ ガ ンに関わ るさまざまの問題を生起 したのであ った。タルバ ガン に接す る際 の,

過 去 の経験 に即 した伝承 などの形で受け継がれて きた注意事項は,新 参者たちに よっ

てあ っさ りと無視 され,悲 劇が発生することにな ったのであ る。 タルバ ガンとヒ トの

葛藤 のいきさつは,野 生 と ヒ トの世界のあ りよ うを考 えるさいの,ひ とつの ヒン トに

な るか もしれ ない。
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